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(57)【要約】
【課題】ＯＦＤＭ／ＳＣ－ＦＤＭＡ方式を用いた移動通
信システム、適応変調・符号化を用いた移動通信システ
ム、共有チャネルを用いた移動通信システムのエリアを
評価すること。
【解決手段】受信装置に、基地局装置より送信される第
１の信号を受信する受信手段と、第１の信号に基づいて
下りリンクの品質情報を求め、該下りリンクの品質情報
に基づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出
する推定値算出手段とを具備する。
【選択図】図５



(2) JP 2012-257263 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信手段；
　前記第１の信号に基づいて下りリンクの品質情報を求め、該下りリンクの品質情報に基
づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出する推定値算出手段；
　を具備することを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の受信装置であって、
　前記基地局装置が複数の送信アンテナを有する場合に、
　前記下りリンクの品質情報はMIMOのストリーム数（ランク）を含むことを特徴とする受
信装置。
【請求項３】
　複数の基地局装置より送信される下りリンクの信号が局間で同期している場合に、
　前記複数の基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信手段；
　前記第１の信号に基づいて下りリンクの品質情報を求め、該下りリンクの品質情報に基
づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出する推定値算出手段；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力手段；
　を具備することを特徴とする受信装置。
【請求項４】
　基地局装置と通信を行う通信手段；
　前記基地局装置より送信される第２の信号を受信する受信手段；
　前記第２の信号に含まれる情報に基づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出
する推定値算出手段；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力手段；
　を具備することを特徴とする受信装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の受信装置において：
　前記第２の信号は、下りリンク　スケジューリング情報であることを特徴とする受信装
置。
【請求項６】
　請求項４に記載の受信装置において：
　前記推定値算出手段は、ＲＬＣ、ＭＡＣ、ＴＣＰにおけるスループットの推定値を算出
することを特徴とする受信装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の受信装置において：
　前記下りリンクの品質情報及び下りリンクのスループットは、移動通信システムの周波
数帯域全体の無線品質情報及びスループット又は前記移動通信システムの周波数帯域の一
部の周波数帯域の無線品質情報及びスループットであることを特徴とする受信装置。
【請求項８】
　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信手段；
　前記第１の信号に基づいて、移動通信システムの周波数帯域全体に関する、前記第１の
信号の受信電力、下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力を下りリンクの受信
電力で除算した値（第１の信号の受信電力／下りリンクの受信電力）、パスロスを算出す
る第１の算出手段；
　前記第１の信号に基づいて、前記移動通信システムの周波数帯域の一部の周波数帯域に
関する、前記第１の信号の受信電力、下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力
を下りリンクの受信電力で除算した値（第１の信号の受信電力／下りリンクの受信電力）
、パスロスを算出する第２の算出手段と、
　前記第１の信号の受信電力、前記下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力を
下りリンクの受信電力で除算した値、パスロスを出力する出力手段；
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　を具備することを特徴とする受信装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の受信装置において：
　前記移動通信システムの周波数帯域の一部の周波数帯域とは、前記移動通信システムの
周波数帯域の中心周波数を含む１．０８ＭＨｚの周波数帯域であることを特徴とする受信
装置。
【請求項１０】
　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信手段；
　前記第１の信号に基づいて、パスロスを算出するパスロス算出手段；
　前記パスロスに基づいて、上りリンクの送信電力の推定値、上りリンクのSIRの推定値
、上りリンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを算出する上りリンク品質
情報算出手段；
　前記上りリンクの第４の信号の送信電力の推定値、上りリンクのSIRの推定値、上りリ
ンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを出力する出力手段；
　を具備することを特徴とする受信装置。
【請求項１１】
　基地局装置と通信を行う通信手段；
　前記基地局装置より送信される第３の信号を受信する受信手段；
　前記第３の信号に含まれる情報に基づいて、上りリンクの第４の信号の送信電力の推定
値、上りリンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを算出する上りリンク品
質情報算出手段；
　前記上りリンクの第４の信号の送信電力の推定値、上りリンクのスループットの推定値
、UE　Power　Headroomを出力する出力手段；
　を具備することを特徴とする受信装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の受信装置において：
　前記第３の信号は、上りリンク　スケジューリング　グラントであることを特徴とする
受信装置。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の受信装置において：
　前記上りリンク品質情報算出手段は、上りリンクのＲＬＣ、ＭＡＣ、ＴＣＰにおけるス
ループットの推定値を算出することを特徴とする受信装置。
【請求項１４】
　請求項１０に記載の受信装置において：
　前記第４の信号は、上りリンクの共有チャネル、サウンディング用のリファレンス信号
、上りリンクの制御チャネル、ランダムアクセスチャネルの少なくとも１つであることを
特徴とする受信装置。
【請求項１５】
　請求項１０に記載の受信装置において：
　前記上りリンクの送信電力の推定値は、
　Pmaxを移動局の最大送信電力、Mを割り当てられるリソースブロックの数、P0を報知チ
ャネルにより通知される値、a1を係数、PLをパスロス、delta_mcsをRRC　messageより通
知される値、delta_iを補正パラメータ、f(*)をdelta_iを引数に持つ任意の関数とした場
合に、
　送信電力の期待値　=　min　(　Pmax,　10*logM　+　P0　+　a *　PL　+　ΔＴＦ　+　
f　(delta_i))
　により算出されることを特徴とする受信装置。
【請求項１６】
　基地局装置より送信される第５の信号を受信する受信手段；
　前記第５の信号の誤り率を算出する誤り率算出手段；
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　前記第５の信号の誤り率を出力する出力手段；
　を具備することを特徴とする受信装置。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の受信装置において：
　前記第５の信号は、物理報知チャネル、ダイナミック報知チャネル、ダイナミック報知
チャネルのための下りリンク　スケジューリング情報、ページング　インジケータ、ペー
ジングチャネル情報の少なくとも１つであることを特徴とする受信装置。
【請求項１８】
　請求項１ないし１７のいずれか１項に記載の受信装置において：
　前記受信手段は、異なる受信能力を有する複数の受信手段を有し、
　前記出力手段は、前記複数の受信手段に基づいて複数の出力結果を出力することを特徴
とする受信装置。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の受信装置において：
　前記受信能力とは、受信アンテナの数、複数の受信アンテナを有する場合のアンテナ間
の距離、複数の受信アンテナを有する場合のアンテナ間の利得差、受信アルゴリズム、MI
MOにおける信号分離アルゴリズムであることを特徴とする受信装置。
【請求項２０】
　請求項１ないし１７のいずれか１項に記載の受信装置において：
　前記受信装置の位置情報を取得する位置情報取得手段
　を具備し、
　前記出力手段は、前記出力結果を位置情報と関連づけて出力することを特徴とする受信
装置。
【請求項２１】
　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて下りリンクの品質情報を求めるステップ；
　該下りリンクの品質情報に基づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出する推
定値算出ステップ；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力ステップ；
　を有することを特徴とするデータ取得方法。
【請求項２２】
　複数の基地局装置より送信される下りリンクの信号が局間で同期している場合に、
　前記複数の基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて下りリンクの品質情報を求めるステップ；
　該下りリンクの品質情報に基づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出する推
定値算出ステップ；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力ステップ；
　を有することを特徴とするデータ取得方法。
【請求項２３】
　前記基地局装置より送信される第２の信号を受信する受信ステップ；
　前記第２の信号に含まれる情報に基づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出
する推定値算出ステップ；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力ステップ；
　を有することを特徴とするデータ取得方法。
【請求項２４】
　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて、移動通信システムの周波数帯域全体に関する、前記第１の
信号の受信電力、下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力を下りリンクの受信
電力で除算した値（第１の信号の受信電力／下りリンクの受信電力）、パスロスを算出す
る第１の算出ステップ；



(5) JP 2012-257263 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

　前記第１の信号に基づいて、前記移動通信システムの周波数帯域の一部の周波数帯域に
関する、前記第１の信号の受信電力、下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力
を下りリンクの受信電力で除算した値（第１の信号の受信電力／下りリンクの受信電力）
、パスロスを算出する第２の算出ステップ；
　前記第１の信号の受信電力、前記下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力を
下りリンクの受信電力で除算した値、パスロスを出力する出力ステップ；
　を有することを特徴とするデータ取得方法。
【請求項２５】
　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて、パスロスを算出するパスロス算出ステップ；
　前記パスロスに基づいて、上りリンクの送信電力の推定値、上りリンクのSIRの推定値
、上りリンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを算出する上りリンク品質
情報算出ステップ；
　前記上りリンクの第４の信号の送信電力の推定値、上りリンクのSIRの推定値、上りリ
ンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを出力する出力ステップ；
　を有することを特徴とするデータ取得方法。
【請求項２６】
　基地局装置より送信される第３の信号を受信する受信ステップ；
　前記第３の信号に含まれる情報に基づいて、上りリンクの第４の信号の送信電力の推定
値、上りリンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを算出する上りリンク品
質情報算出ステップ；
　前記上りリンクの第４の信号の送信電力の推定値、上りリンクのスループットの推定値
、UE　Power　Headroomを出力する出力ステップ；
　を有することを特徴とするデータ取得方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は受信装置、データ取得方法に関し、特に移動通信システムにおける情報を取得
する受信装置及びデータ取得方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムにおいては、無線通信における通信品質が、伝送特性やサービス品質
に大きく影響する。すなわち、伝送特性を向上させ、かつ、十分なサービス品質を維持す
るために、ネットワークオペレータは、通信エリア内の通信品質を調査し、様々なパラメ
ータを調節することにより、その通信品質を向上させる必要がある。ここで、通信品質と
は、例えば、遅延プロファイルや受信SIR(Signal-to-Interference　Ratio)等のことを指
す。
【０００３】
　例えば、CDMA方式を用いた移動通信システムに関しては、通信エリア内の通信品質を調
査するためのサービスエリア評価用データ取得方法及び装置ならびにサービスエリア評価
システムが提示されている（例えば、特許文献１参照）。尚、CDMA方式においては、一般
的に、個別チャネルを用いた通信が行われ、また、レイリーフェージングやシャドウフェ
ージングといった受信レベルの変動に追従するためのリンク　アダプテーション（Link　
Adaptation）の技術として、送信電力制御が用いられている。
【０００４】
　ところで、Ｗ－ＣＤＭＡの後継となる通信方式、すなわちＬＴＥが、Ｗ－ＣＤＭＡの標
準化団体３ＧＰＰにより検討され、無線アクセス方式として、下りリンクについてはＯＦ
ＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅｘｉｎｇ）、上りリンクについてはＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ－Ｃａｒｒｉｅｒ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）が検討され
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ている（例えば、非特許文献１参照）。
【０００５】
　ＯＦＤＭは、周波数帯域を複数の狭い周波数帯域（サブキャリア）に分割し、各周波数
帯上にデータを載せて伝送を行うマルチキャリア方式であり、サブキャリアを周波数上に
、一部重なりあいながらも互いに干渉することなく密に並べることで、高速伝送を実現し
、周波数の利用効率を上げることができる。
【０００６】
　ＳＣ－ＦＤＭＡは、周波数帯域を分割し、複数の端末間で異なる周波数帯域を用いて伝
送することで、端末間の干渉を低減することができるシングルキャリア方式である。ＳＣ
－ＦＤＭＡでは、送信電力の変動が小さくなる特徴を持つことから、端末の低消費電力化
及び広いカバレッジを実現できる。
【０００７】
　また、ＬＴＥは、上りリンク、下りリンクともに共有チャネルを用いた移動通信システ
ムであり、また、そのLink　Adaptation技術として、適応変調・符号化が用いられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特願平１１－１９３６９９
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】3GPP TR 25.814 (V7.0.0), "Physical Layer Aspects for Evolved UTR
A," June 2006
【非特許文献２】3GPP TS 36.211 (V1.0.0), "Physical Channels and Modulation," Mar
ch 2007
【非特許文献３】3GPP TS36.214, v 1.0.0, 2007-05
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上述したように、ＬＴＥを用いた移動通信システムにおいては通信方式としてＯＦＤＭ
／ＳＣ－ＦＤＭＡが適用され、上述したCDMA方式を用いた移動通信システムとは通信方式
が異なり、送信電力制御と適応変調・符号化といったLink　Adaptation技術の違い、個別
チャネルと共有チャネルといった通信に用いるチャネルの種類の違いが存在する。このた
め、特許文献１を用いたエリア評価用の受信方法、受信装置をそのまま活用することがで
きないという問題点が存在する。
【００１１】
　そこで、本発明はこれらの問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、ＯＦＤＭ／
ＳＣ－ＦＤＭＡ方式を用いた移動通信システム、適応変調・符号化を用いた移動通信シス
テム、共有チャネルを用いた移動通信システムのエリアを評価することができるエリア評
価用の受信装置及びデータ取得方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するため、本発明の受信装置は、
　本発明の受信装置は、
　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信手段；
　前記第１の信号に基づいて下りリンクの品質情報を求め、該下りリンクの品質情報に基
づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出する推定値算出手段；、
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力手段；
　を具備することを特徴の１つとする。
【００１３】
　本発明の他の受信装置は、
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　複数の基地局装置より送信される下りリンクの信号が局間で同期している場合に、
　前記複数の基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信手段；
　前記第１の信号に基づいて下りリンクの品質情報を求め、該下りリンクの品質情報に基
づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出する推定値算出手段；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力手段；
　を具備することを特徴の１つとする。
【００１４】
　本発明の他の受信装置は、
　基地局装置と通信を行う通信手段；
　前記基地局装置より送信される第２の信号を受信する受信手段；
　前記第２の信号に含まれる情報に基づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出
する推定値算出手段；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力手段；
　を具備することを特徴の１つとする。
【００１５】
　本発明の他の受信装置は、
　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信手段；
　前記第１の信号に基づいて、移動通信システムの周波数帯域全体に関する、前記第１の
信号の受信電力、下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力を下りリンクの受信
電力で除算した値（第１の信号の受信電力／下りリンクの受信電力）、パスロスを算出す
る第１の算出手段；
　前記第１の信号に基づいて、前記移動通信システムの周波数帯域の一部の周波数帯域に
関する、前記第１の信号の受信電力、下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力
を下りリンクの受信電力で除算した値（第１の信号の受信電力／下りリンクの受信電力）
、パスロスを算出する第２の算出手段；
　前記第１の信号の受信電力、前記下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力を
下りリンクの受信電力で除算した値、パスロスを出力する出力手段；
　を具備することを特徴の１つとする。
【００１６】
　本発明の他の受信装置は、
　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信手段；
　前記第１の信号に基づいて、パスロスを算出するパスロス算出手段；
　前記パスロスに基づいて、上りリンクの送信電力の推定値、上りリンクのSIRの推定値
、上りリンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを算出する上りリンク品質
情報算出手段；
　前記上りリンクの第４の信号の送信電力の推定値、上りリンクのSIRの推定値、上りリ
ンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを出力する出力手段；
　を具備することを特徴の１つとする。
【００１７】
　本発明の他の受信装置は、
　基地局装置と通信を行う通信手段；
　前記基地局装置より送信される第３の信号を受信する受信手段；
　前記第３の信号に含まれる情報に基づいて、上りリンクの第４の信号の送信電力の推定
値、上りリンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを算出する上りリンク品
質情報算出手段；
　前記上りリンクの第４の信号の送信電力の推定値、上りリンクのスループットの推定値
、UE　Power　Headroomを出力する出力手段；
　を具備することを特徴の１つとする。
【００１８】
　本発明の他の受信装置は、
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　基地局装置より送信される第５の信号を受信する受信手段；
　前記第５の信号の誤り率を算出する誤り率算出手段；
　前記第５の信号の誤り率を出力する出力手段；
　を具備することを特徴の１つとする。
【００１９】
　本発明のデータ取得方法は、
　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて、下りリンクの遅延プロファイルを算出する遅延プロファイ
ル算出ステップ；
　前記プロファイル算出手段により算出された下りリンクの遅延プロファイルに基づいて
、伝搬路の遅延量またはサイクリック　プリフィックス長の推定値を求める推定値算出ス
テップ；
　前記伝搬路の遅延量またはサイクリック　プリフィックス長の推定値を出力する出力ス
テップ；
　を有することを特徴の１つとする。
【００２０】
　本発明の他のデータ取得方法は、
　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて下りリンクの品質情報を求めるステップ；
　該下りリンクの品質情報に基づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出する推
定値算出ステップ；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力ステップ；
　を有することを特徴の１つとする。
【００２１】
　本発明の他のデータ取得方法は、
　複数の基地局装置より送信される下りリンクの信号が局間で同期している場合に、
　前記複数の基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて下りリンクの品質情報を求めるステップ；
　該下りリンクの品質情報に基づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出する推
定値算出ステップ；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力ステップ；
　を有することを特徴の１つとする。
【００２２】
　本発明の他のデータ取得方法は、
　前記基地局装置より送信される第２の信号を受信する受信ステップ；
　前記第２の信号に含まれる情報に基づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出
する推定値算出ステップ；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力ステップ；
　を有することを特徴の１つとする。
【００２３】
　本発明の他のデータ取得方法は、
　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて、移動通信システムの周波数帯域全体に関する、前記第１の
信号の受信電力、下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力を下りリンクの受信
電力で除算した値（第１の信号の受信電力／下りリンクの受信電力）、パスロスを算出す
る第１の算出ステップ；
　前記第１の信号に基づいて、前記移動通信システムの周波数帯域の一部の周波数帯域に
関する、前記第１の信号の受信電力、下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力
を下りリンクの受信電力で除算した値（第１の信号の受信電力／下りリンクの受信電力）
、パスロスを算出する第２の算出ステップ；
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　前記第１の信号の受信電力、前記下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力を
下りリンクの受信電力で除算した値、パスロスを出力する出力ステップ；
　を有することを特徴の１つとする。
【００２４】
　本発明の他のデータ取得方法は、
　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて、パスロスを算出するパスロス算出ステップ；
　前記パスロスに基づいて、上りリンクの送信電力の推定値、上りリンクのSIRの推定値
、上りリンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを算出する上りリンク品質
情報算出ステップ；
　前記上りリンクの第４の信号の送信電力の推定値、上りリンクのSIRの推定値、上りリ
ンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを出力する出力ステップ；
　を有することを特徴の１つとする。
【００２５】
　本発明の他のデータ取得方法は、
　基地局装置より送信される第３の信号を受信する受信ステップ；
　前記第３の信号に含まれる情報に基づいて、上りリンクの第４の信号の送信電力の推定
値、上りリンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを算出する上りリンク品
質情報算出ステップ；
　前記上りリンクの第４の信号の送信電力の推定値、上りリンクのスループットの推定値
、UE　Power　Headroomを出力する出力ステップ；
　を有することを特徴の１つとする。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の実施例によれば、ＯＦＤＭ／ＳＣ－ＦＤＭＡ方式を用いた移動通信システム、
適応変調・符号化を用いた移動通信システム、共有チャネルを用いた移動通信システムの
エリアを評価することができるエリア評価用の受信装置、データ取得方法を実現すること
が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の一実施例に係る無線通信システムの構成を示すブロック図である。
【図２】下りリンクのリファレンス信号の物理リソースへのマッピングの一例を示す説明
図である。
【図３】本発明の一実施例に係る基地局装置を示すブロック図である。
【図４】本発明の一実施例に係る基地局装置のベースバンド信号処理部を示す部分ブロッ
ク図である。
【図５】本発明の一実施例に係る受信装置を示すフロー図である。
【図６】本発明の一実施例に係る受信装置のベースバンド信号処理部における受信部の概
略ブロック図である。
【図７】ＣＱＩ算出の一例を示す説明図である。
【図８】ＣＱＩ算出の一例を示す説明図である。
【図９】本発明の一実施例に係る受信装置のベースバンド信号処理部における受信部の概
略ブロック図である。
【図１０】本発明の一実施例に係る受信装置のベースバンド信号処理部における遅延プロ
ファイルの平均値の算出処理を示す説明図である。
【図１１】本発明の一実施例に係る受信装置のベースバンド信号処理部における遅延プロ
ファイルの平均値の算出処理を示す説明図である。
【図１２】本発明の一実施例に係る受信装置におけるデータ取得方法を示すフロー図であ
る。
【図１３】本発明の一実施例に係る受信装置におけるデータ取得方法を示すフロー図であ
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る。
【図１４】本発明の一実施例に係る受信装置におけるデータ取得方法を示すフロー図であ
る。
【図１５】本発明の一実施例に係る受信装置におけるデータ取得方法を示すフロー図であ
る。
【図１６】本発明の一実施例に係る無線通信システムの構成を示すブロック図である。
【図１７】本発明の一実施例に係る受信装置のベースバンド信号処理部における受信部の
概略ブロック図である。
【図１８】本発明の一実施例に係る受信装置を示すフロー図である。
【図１９】本発明の一実施例に係る受信装置のベースバンド信号処理部における受信部の
概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
（実施例１）
　本発明を実施するための最良の形態を、以下の実施例に基づき図面を参照しつつ説明す
る。なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは同一符号を用
い、繰り返しの説明は省略する。
【００２９】
　本発明の実施例に係るエリア評価用の受信装置は、基地局装置が下りリンクにおいて送
信する信号を受信し、該信号に基づいて、下りリンク及び上りリンクの通信品質を算出し
、該下りリンクの通信品質を出力する。従って、受信装置６００におけるリファレンス信
号の受信手段、下りリンクの通信品質を算出する算出手段及び上記測定結果を出力する出
力手段に係る部分が主に説明される。
【００３０】
　本発明の実施例に係る受信装置６００、基地局装置２００が適用される無線通信システ
ムについて、図１を参照して説明する。
【００３１】
　無線通信システム１０００は、例えばＥｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮ
（別名：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ，或いは，Ｓｕｐｅｒ　３Ｇ）が適用
されるシステムであり、基地局装置（ｅＮＢ：　ｅＮｏｄｅ　Ｂ）２００と、基地局装置
２００と通信中である移動局１００ｎ（１００１、１００２、１００３、・・・１００ｎ

、ｎはｎ＞０の整数）と、基地局装置２００が移動通信サービスを提供するエリアである
セル５０内に位置する受信装置６００とを備える。基地局装置２００は、上位局、例えば
アクセスゲートウェイ装置３００と接続され、アクセスゲートウェイ装置３００は、コア
ネットワーク４００と接続される。尚、前記アクセスゲートウェイ装置３００は、ＭＭＥ
／ＳＧＷ(Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ／Ｓｅｒｖｉｎｇ　
Ｇａｔｅｗａｙ)と呼ばれてもよい。
【００３２】
　尚、基地局装置２００は、図１においては、簡易化のため、そのセクタの数を１として
いるが、複数のセクタを有していてもよい。
【００３３】
　受信装置６００は、基地局装置２００とＥｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡ
Ｎを用いた通信を行っていてもよいし、行っていなくてもよい。受信装置６００が基地局
装置２００とＥｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮを用いた通信を行う場合に
は、受信装置６００と基地局装置２００との間の通信において、移動局１００nと基地局
装置との間の通信処理と同等の処理が行われる。
【００３４】
　以下、移動局１００ｎ（１００１、１００２、１００３、・・・１００ｎ）については
、同一の構成、機能、状態を有するので、以下では特段の断りがない限り移動局１００ｎ

として説明を進める。説明の便宜上、基地局装置と無線通信するのは移動局であるが、よ
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り一般的には移動端末も固定端末も含むユーザ装置（ＵＥ：　Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅ
ｎｔ）でよい。
【００３５】
　無線通信システム１０００は、無線アクセス方式として、下りリンクについてはＯＦＤ
Ｍ（周波数分割多元接続）、上りリンクについてはＳＣ－ＦＤＭＡ（シングルキャリア－
周波数分割多元接続）が適用される。上述したように、ＯＦＤＭは、周波数帯域を複数の
狭い周波数帯域（サブキャリア）に分割し、各周波数帯上にデータを載せて伝送を行う方
式である。ＳＣ－ＦＤＭＡは、周波数帯域を分割し、複数の端末間で異なる周波数帯域を
用いて伝送することで、端末間の干渉を低減することができる伝送方式である。
【００３６】
　ここで、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮにおける通信チャネルについ
て説明する。
【００３７】
　下りリンクについては、各移動局１００ｎで共有して使用される物理下りリンク共有チ
ャネル（ＰＤＳＣＨ：　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ）と、ＬＴＥ用の下り制御チャネルである物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ：　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）とが用
いられる。下りリンクでは、ＬＴＥ用の下り制御チャネルである物理下りリンク制御チャ
ネルにより、物理下りリンク共有チャネルにマッピングされるユーザの情報やトランスポ
ートフォーマットの情報、すなわち、下りリンク　スケジューリング情報（Downlink　Sc
heduling　Information）や、物理上りリンク共有チャネルにマッピングされるユーザの
情報やトランスポートフォーマットの情報、すなわち、上りリンク　スケジューリング　
グラント（Uplink　Scheduling　Grant）や、上りリンクの共有チャネルの送達確認情報
などが通知される。また、物理下りリンク共有チャネルによりパケットデータが伝送され
る。パケットデータは、トランスポートチャネルとしては、下りリンク共有チャネル(DL-
SCH:　Downlink-Shared　Channel)である。前記下りリンク　スケジューリング情報は、
Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　ＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎまたはＤｏｗｎｌｉ
ｎｋ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔと呼ばれてもよい。また、前記下りリンク　ス
ケジューリング情報や上りリンク　スケジューリング　グラントは、まとめて、下り制御
情報（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）と呼ばれてもよい
。
【００３８】
　また、下りリンクにおいては、パイロット信号として、下りリンクのリファレンス信号
(Downlink　Reference　Signal)が送信される。下りリンクのリファレンス信号は、二次
元の直交系列(Orthogonal　Sequence)と、二次元の擬ランダム系列(Pseudo　Random　Seq
uence)から構成される、二次元の系列である（例えば、非特許文献２参照）。あるいは、
下りリンクのリファレンス信号は、二次元の擬ランダム系列(Pseudo　Random　Sequence)
のみから構成されてもよい。Downlink　Reference　Signalの物理リソースへのマッピン
グの例を図２に示す。
【００３９】
　上りリンクについては、各移動局１００ｎで共有して使用される物理上りリンク共有チ
ャネル(PUSCH:　Physical　Uplink　Shared　Channel)と、ＬＴＥ用の上り制御チャネル
とが用いられる。上り制御チャネルには、物理上りリンク共有チャネルと時間多重される
チャネルと、周波数多重されるチャネルの２種類がある。周波数多重されるチャネルは、
物理上りリンク制御チャネル(PUCCH:　Physical　Uplink　Control　Channel)と呼ばれる
。なお、前記物理上りリンク共有チャネルと時間多重されるチャネルにマッピングされる
制御信号は、前記物理上りリンク共有チャネルの一部として伝送されてもよい。上りリン
クでは、ＬＴＥ用の物理上りリンク制御チャネルにより、下りリンクにおける共有チャネ
ルのスケジューリング、適応変復調・符号化(AMC:　Adaptive　Modulation　and　Coding
)に用いるための下りリンクの品質情報(CQI:　Channel　Quality　Indicator)及び下りリ
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ンクの共有チャネルの送達確認情報(HARQ　ACK　information)が伝送される。また、物理
上りリンク共有チャネルによりパケットデータが伝送される。上記パケットデータは、ト
ランスポートチャネルとしては、上りリンク共有チャネル(UL-SCH:　Uplink-Shared　Cha
nnel）である。
　尚、上述したユーザデータとは、例えば、Ｗｅｂ　ｂｒｏｗｓｉｎｇやＦＴＰ、ＶｏＩ
Ｐ等によるＩＰパケットや、Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＲＲＣ）
の処理のための制御信号などのことであり、以下では、パケットデータとも呼ぶ。また、
ユーザデータは、トランスポートチャネルとしての呼び方は、例えばDＬ－ＳＣＨやＵＬ
－ＳＣＨでよく、論理チャネルとしての呼び方は、例えば、個別トラヒックチャネル（Ｄ
ＴＣＨ：　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｃｈａｎｎｅｌ）や個別制御チャネル
（ＤＣＣＨ：　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）でよい。
【００４０】
　図３を参照しながら、本発明の実施例に係る基地局装置２００について説明する。
【００４１】
　本実施例に係る基地局装置２００は、送受信アンテナ２０２と、アンプ部２０４と、送
受信部２０６と、ベースバンド信号処理部２０８と、呼処理部２１０と、伝送路インタフ
ェース２１２とを備える。
【００４２】
　下りリンクにより基地局装置２００から移動局１００ｎに送信されるパケットデータは
、基地局装置２００の上位に位置する上位局、例えばアクセスゲートウェイ装置３００か
ら伝送路インタフェース２１４を介してベースバンド信号処理部２０８に入力される。
【００４３】
　ベースバンド信号処理部２０８では、ＰＤＣＰレイヤーの送信処理、ユーザデータの分
割・結合、ＲＬＣ(radio　link　control)再送制御の送信処理などのＲＬＣレイヤーの送
信処理、ＭＡＣ(Medium　Access　Control)再送制御、例えばＨＡＲＱ(Hybrid　Automati
c　Repeat　request)の送信処理、スケジューリング、伝送フォーマット選択、チャネル
符号化、逆高速フーリエ変換(IFFT:　Inverse　Fast　Fourier　Transform)処理が行われ
て、送受信部２０６に転送される。また、下りリンクの制御チャネルである物理下りリン
ク制御チャネルの信号や報知チャネルの信号に関しても、チャネル符号化や逆高速フーリ
エ変更等の送信処理が行われて、送受信部２０６に転送される。さらに、下りリンクのパ
イロット信号である下りリンクのリファレンス信号に関しても、ベースバンド信号処理部
２０８において生成され、上述したパケットデータや制御チャネル、報知チャネルの信号
と多重されて、送受信部２０６に転送される。
【００４４】
　送受信部２０６では、ベースバンド信号処理部２０８から出力されたベースバンド信号
を無線周波数帯に変換する周波数変換処理が施され、その後、アンプ部２０４で増幅され
て送受信アンテナ２０２より送信される。
【００４５】
　一方、上りリンクにより移動局１００ｎから基地局装置２００に送信されるデータにつ
いては、送受信アンテナ２０２で受信された無線周波数信号がアンプ部２０４で増幅され
、送受信部２０６で周波数変換されてベースバンド信号に変換され、ベースバンド信号処
理部２０８に入力される。
【００４６】
　ベースバンド信号処理部２０８では、入力されたベースバンド信号に含まれるパケット
データに対して、ＦＦＴ処理、ＩＤＦＴ処理、誤り訂正復号、ＭＡＣ再送制御の受信処理
、ＲＬＣレイヤーの受信処理、ＰＤＣＰレイヤーの受信処理等がなされ、伝送路インタフ
ェース２１２を介してアクセスゲートウェイ装置３００に転送される。また、上記入力さ
れたベースバンド信号に含まれる移動局１００nから送信された下りリンクの品質情報や
下りリンクの共有チャネルの送達確認情報に対して、FFT処理や誤り訂正復号処理が行わ
れる。
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【００４７】
　呼処理部２１０は、通信チャネルの設定や解放等の呼処理や、無線基地局２００の状態
管理や、無線リソースの管理を行う。
【００４８】
　次に、ベースバンド信号処理部２０８の構成について、図４を参照してさらに詳細に説
明する。
【００４９】
　ベースバンド信号処理部２０８は、レイヤー１処理部２０８１と、ＭＡＣ(Medium　Acc
ess　Control)処理部２０８２と、ＲＬＣ処理部２０８３とを備える。また、レイヤー１
処理部２０８１は、送信処理部２０８１１と、受信処理部２０８１２と、制御チャネル信
号生成部２０８１３と、データチャネル信号生成部２０８１４と、報知チャネル信号生成
部２０８１５と、リファレンス信号生成部２０８１６と、上りリンクの復調処理部２０８
１７とを備える。
【００５０】
　ベースバンド信号処理部２０８におけるレイヤー１処理部２０８１とＭＡＣ処理部２０
８２とＲＬＣ処理部２０８３と呼処理部２１０とは、互いに接続されている。また、レイ
ヤー１処理部２０８１内の制御チャネル信号生成部２０８１３と、データチャネル信号生
成部２０８１４と、報知チャネル信号生成部２０８１５と、上りリンクの復調処理部２０
８１７と、ＭＡＣ処理部２０８２とは互いに接続されている。
【００５１】
　レイヤー１処理部２０８１では、下りリンクで送信される信号のチャネル符号化やＩＦ
ＦＴ処理、上りリンクで送信される信号のチャネル復号化やＦＦＴ処理などが行われる。
【００５２】
　制御チャネル信号生成部２０８１３において、下りリンクの制御チャネルPDCCHの信号
生成、すなわち、ターボ符号や畳み込み符合等の符号化処理やインタリーブ処理等が行わ
れ、送信処理部２０８１１に入力される。データチャネル信号生成部２０８１４において
、下りリンクの共有チャネルであるDL-SCH（物理チャネルとしてはPDSCH）の信号生成、
すなわち、ターボ符号や畳み込み符合等の符号化処理やインタリーブ処理等が行われ、送
信処理部２０８１１に入力される。報知チャネル信号生成部２０８１５において、報知チ
ャネル(BCH:　broadcast　channel)（物理チャネルとしては物理報知チャネル(P-BCH:　P
hysical　BCH)やダイナミック報知チャネル(D-BCH:　Dynamic　BCH)）の信号生成、すな
わち、ターボ符号や畳み込み符合等の符号化処理やインタリーブ処理等が行われ、送信処
理部２０８１１に入力される。ダイナミック報知チャネルは、物理下りリンク共有チャネ
ルで送信される報知チャネル(BCH　on　PDSCH)とも呼ばれる。リファレンス信号生成部２
０８１６において、下りリンクのリファレンス信号の生成が行われ、送信処理部２０８１
１に入力される。そして、送信処理部２０８１１において、上述した各信号が多重され、
IFFT処理、CP付加処理等が行われ、送受信部２０６に入力される。
【００５３】
　一方、上りリンクで受信される信号、例えば、上りリンクの共有チャネルや下りリンク
の品質情報、下りリンクの共有チャネルの送達確認情報等の信号は、送受信部２０６より
、そのベースバンド信号が入力され、受信処理部２０８１２において、ＣＰ除去処理、Ｆ
ＦＴ処理、周波数等化処理、逆離散フーリエ変換(IDFT:　inverse　discrete　Fourier　
transform)処理等が行われ、上りリンクの復調処理部２０８１７において、畳み込み符号
やターボ符号の復号化処理が行われ、その復号化処理後の信号がMAC処理部２０８２に入
力される。
【００５４】
　MAC処理部２０８２は、レイヤー１処理部２０８１内の上りリンクの復調処理部２０８
１７より、移動局１００nから報告された下りリンクの品質情報や下りリンクの共有チャ
ネルの送達確認情報、上りリンクの共有チャネルの復号結果を受け取る。
【００５５】
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　ＭＡＣ処理部２０８２は、下りリンクのパケットデータのＭＡＣ再送制御、例えばＨＡ
ＲＱの送信処理や、スケジューリング処理、伝送フォーマットの選択処理、周波数リソー
スの割り当て処理等を行う。ここで、スケジューリング処理とは、当該サブフレームの下
りリンクにおいて共有チャネルを用いてパケットデータの受信を行うユーザ装置を選別す
る処理のことを指す。また、伝送フォーマットの選択処理とは、スケジューリングにおい
て選別された移動局が受信するパケットデータに関する変調方式や符号化率、データサイ
ズを決定する処理のことを指す。上記変調方式、符号化率、データサイズの決定は、例え
ば、移動局から上りリンクにおいて報告されるＣＱＩの値に基づいて行われる。さらに、
周波数リソースの割り当て処理とは、スケジューリングにおいて選別された移動局が受信
するパケットデータに用いられるリソースブロックを決定する処理のことを指す。リソー
スブロックの決定は、例えば、移動局から上りリンクにおいて報告されるＣＱＩに基づい
て行われる。移動局から報告されるＣＱＩは、レイヤー１処理部２０８１より通知される
。そして、ＭＡＣ処理部２０８２は、上述したスケジューリング処理、伝送フォーマット
の選択処理、周波数リソースの割り当て処理により決定される、物理下りリンク共有チャ
ネルを用いて通信を行うユーザ（移動局）のＩＤや、そのパケットデータのトランスポー
トフォーマットの情報、すなわち、Downlink　Scheduling　Informationをレイヤー１処
理部２０８１に通知する。また、MAC処理部２０８２は、該移動局に対して送信するパケ
ットデータをレイヤー1処理部２０８１に送信する。
【００５６】
　また、ＭＡＣ処理部２０８２は、上りリンクのパケットデータのＭＡＣ再送制御の受信
処理や、スケジューリング処理、伝送フォーマットの選択処理、周波数リソースの割り当
て処理等を行う。ここで、スケジューリング処理とは、所定のサブフレームにおいて共有
チャネルを用いてパケットデータの送信を行う移動局を選別する処理のことを指す。また
、伝送フォーマットの選択処理とは、スケジューリングにおいて選別された移動局が送信
するパケットデータに関する変調方式や符号化率、データサイズを決定する処理のことを
指す。変調方式、符号化率、データサイズの決定は、例えば、移動局から上りリンクにお
いて送信されるサウンディング用リファレンス信号(Sounding　RS)のＳＩＲや基地局装置
と移動局との間のパスロスに基づいて行われる。さらに、周波数リソースの割り当て処理
とは、スケジューリングにおいて選別された移動局が送信するパケットデータの送信に用
いられるリソースブロックを決定する処理のことを指す。リソースブロックの決定は、例
えば、移動局から上りリンクにおいて送信されるサウンディング用リファレンス信号のＳ
ＩＲに基づいて行われる。そして、ＭＡＣ処理部２０８２は、上述したスケジューリング
処理、伝送フォーマットの選択処理、周波数リソースの割り当て処理により決定される、
物理上りリンク共有チャネルを用いて通信を行うユーザ（移動局）のＩＤや、そのユーザ
データのトランスポートフォーマットの情報、すなわち、UL　Scheduling　Grantを生成
し、レイヤー１処理部２０８１に通知する。また、ＭＡＣ処理部２０８２は、上りリンク
の共有チャネル(UL-SCH)の復調結果に基づき、送達確認情報を生成し、その上りリンクの
共有チャネル(UL-SCH)に対する送達確認情報をレイヤー１処理部２０８１に通知する。
【００５７】
　ＲＬＣ処理部２０８３では、下りリンクのパケットデータに関する、分割・結合、ＲＬ
Ｃ再送制御の送信処理等のＲＬＣ　ｌａｙｅｒの送信処理や、上りリンクのデータに関す
る、分割・結合、ＲＬＣ再送制御の受信処理等のＲＬＣ　ｌａｙｅｒの受信処理が行われ
る。尚、ＲＬＣ処理部２０８３においては、上記ＲＬＣ　ｌａｙｅｒの処理に加えて、Ｐ
ＤＣP　ｌａｙｅｒの処理が行われてもよい。
【００５８】
　次に、本発明の実施例に係る受信装置６００について、図５を参照して説明する。本実
施例では、基地局装置２００が下りリンクにおいて送信する信号を受信し、該信号に基づ
いて、下りリンクの通信品質を算出し、該下りリンク及び上りリンクの通信品質を出力す
る受信装置に係るため、それ以外の部分は省略している。
【００５９】
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　同図において、受信装置６００は、アンテナ６０２と、アンプ部６０４と、送受信部６
０６と、ベースバンド信号処理部６０８と、外部入出力部６１０とを具備する。
【００６０】
　基地局装置２００より送信された下りリンクの信号は、アンテナ６０２で受信され、該
受信された無線周波数信号がアンプ部６０４で増幅される。アンプ部６０４で増幅された
無線周波数信号は、送受信部６０６で周波数変換されてベースバンド信号に変換される。
このベースバンド信号は、ベースバンド信号処理部６０８でＦＦＴ処理や、誤り訂正復号
等の受信処理がなされる。
【００６１】
　また、ベースバンド信号処理部６０８では、下りリンクの信号に含まれる下りリンクの
リファレンス信号に基づき、遅延プロファイルを算出し、伝搬路の遅延量の推定値または
サイクリック　プリフィックス(CP:　Cyclic prefix)長の期待値（推定値）を出力するＣ
Ｐ長期待値（推定値）算出処理や、下りリンクの品質情報やスループット期待値（推定値
）を算出する下りリンク品質算出処理や、上りリンクの送信電力期待値（推定値）やスル
ープット期待値（推定値）等を算出する上りリンク品質算出処理や、リファレンス信号の
受信レベルや下りリンクの受信レベル等を算出するメジャメント処理等が行われる。以下
、期待値は推定値としてもよい。
【００６２】
　次に、ベースバンド信号処理部６０８の構成について、図６を参照して説明する。ベー
スバンド信号処理部６０８は、アナログ／ディジタル変換器（Ａ／Ｄ）６０８０と、ＣＰ
除去部６０８１と、ＦＦＴ６０８２と、ＤｅＭＵＸ６０８３と、データ信号復号部６０８
４と、下りリファレンス信号受信部６０８５と、上りリンク品質測定部６０８６と、下り
リンク品質測定部６０８７と、遅延プロファイル測定部６０８８と、リファレンス信号測
定部６０８９と、誤り率取得部６０９０とを備える。
【００６３】
　アナログディジタル変換器（Ａ／Ｄ）６０８０は、送受信部６０６より入力されたベー
スバンドのアナログ信号をディジタル信号に変換し、該ディジタル信号をＣＰ除去部６０
８１に入力する。
【００６４】
　ＣＰ除去部６０８１は受信シンボルからＣＰを除去し、有効シンボル部分を残し、有効
シンボル部分をＦＦＴ６０８２に入力する。
【００６５】
　高速フーリエ変換部（ＦＦＴ）６０８２は、入力された信号を高速フーリエ変換し、Ｏ
ＦＤＭ方式の復調を行い、復調された信号を分離部６０８３に入力する。
【００６６】
　分離部（ＤｅＭＵＸ）６０８３は、受信信号から下りリンクのリファレンス信号と共通
チャネルの信号とを分離し、下りリンクのリファレンス信号を下りリンクのリファレンス
信号受信部６０８５に入力し、共通チャネルの信号をデータ信号復号部６０８４に入力す
る。
【００６７】
　下りリンクリファレンス信号受信部６０８５は、下りリンクのリファレンス信号に基づ
いてチャネル推定を行い、受信したデータ信号にどのようなチャネル補償がなされるべき
か、を決定する、すなわち、チャネル推定値を算出する。下りリンクリファレンス信号受
信部６０８５は、算出したチャネル推定値をデータ信号復号部６０８４に入力する。また
、下りリンクリファレンス信号受信部６０８５は、下りリンクのリファレンス信号とチャ
ネル推定値を、上りリンク品質測定部６０８６、下りリンク品質測定部６０８７、遅延プ
ロファイル測定部６０８８、リファレンス信号測定部６０８９及び誤り率取得部６０９０
に入力する。
【００６８】
　データ信号復号部６０８４は、下りリンクリファレンス信号部６０８５より入力された
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チャネル推定結果を受け取り、該チャネル推定結果に基づいて、下りリンクのデータ信号
を補償し、基地局装置２００から送信されたデータ信号を復元する。ここで、データ信号
とは、基地局装置２００より送信された共通チャネルの信号のことである。ここで、共通
チャネルには、より具体的には、Physical　Broadcast　Channel(P-BCH)やDynamic　Broa
dcast　Channel(D-BCH)、D-BCHのためのDL　Scheduling　Information、Paging　indicat
or（PI:　PCHのためのDL　Scheduling　Information）やPaging　Channel（PCH）等が含
まれる。そして、データ信号の復調結果を誤り率取得部６０９０に通知する。尚、前記共
通チャネルは、論理チャネルとしては、Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ（ＢＣＣＨ）やＰａｇｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＰＣＣＨ）等で
ある。
【００６９】
　また、データ信号復号部６０８４は、P-BCHやD-BCHに含まれる情報を取得し、必要に応
じて、受信装置６００内部の各部に通知する。例えば、データ信号復号部６０８４は、P-
BCH又はD-BCHに含まれる下りリンクのリファレンス信号の送信電力に関する情報を取得し
、上りリンク品質測定部６０８６とリファレンス信号測定部６０８９に通知してもよい。
また、例えば、データ信号復号部６０８４は、P-BCH又はD-BCHに含まれる上りリンクの送
信電力制御関連の情報（P0）を取得し、上りリンク品質測定部６０８６に通知してもよい
。
【００７０】
　上りリンク品質測定部６０８６は、下りリンクリファレンス信号受信部６０８５により
入力されたチャネル推定値と下りリンクのリファレンス信号とを受け取る。そして、リフ
ァレンス信号測定部６０８９は、入力された下りリンクのリファレンス信号を用いて、パ
スロスを算出し、該パスロスに基づいて、上りリンクの送信電力の期待値、言い換えれば
推定値、上りリンクのＳＩＲの期待値、言い換えれば推定値、上りリンクのスループット
期待値、言い換えれば推定値、UE　Power　Headroomを算出する。
【００７１】
　まず、パスロスの算出方法を説明する。まず、チャネル推定値と下りリンクのリファレ
ンス信号を用いて、下りリンクのリファレンス信号の受信電力（RSRP:　Reference　Sign
al　Received　Power）を算出する。（下りリンクのリファレンス信号の受信電力の定義
については、非特許文献３参照）。そして、下りリンクのリファレンス信号の受信電力と
、基地局装置２００における下りリンクのリファレンス信号の送信電力より、パスロスは
以下のように算出される。
【００７２】
　パスロス=（下りリンクのリファレンス信号の送信電力）－（下りリンクのリファレン
ス信号の受信電力）
　ここで、上記式のパスロスはｄＢを単位として計算される。
【００７３】
　尚、下りリンクのリファレンス信号の送信電力は、受信装置内部のパラメータとしても
よく、あるいは、外部入出力部１１０を経由して、外部より入力される値としてもよい。
あるいは、下りリンクのリファレンス信号の送信電力は、P-BCH又はD-BCHに含まれる下り
リンクのリファレンス信号の送信電力に関する情報に基づいて設定されてもよい。P-BCH
又はD-BCHに含まれる下りリンクのリファレンス信号の送信電力に関する情報は、データ
信号復号部６０８４より受け取る。
【００７４】
　また、受信装置６００が、２本の受信アンテナを有する場合、下りリンクのリファレン
ス信号の受信電力と下りリンクのキャリアの受信電力を、以下の３通りの方法で測定して
もよい。
（１）　メインの１アンテナで測定した値を測定する方法
（２）　２アンテナで測定した値の平均値を測定する方法
（３）　２アンテナで測定した値の合計値を測定する方法
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　上記３通りの方法は、受信装置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力
部６１０を経由して、外部より入力される値としてもよい。
【００７５】
　そして、上りリンク品質測定部６０８６は、上記パスロスに基づき、上りリンクで送信
される信号の送信電力の期待値と、上りリンクのスループットの期待値と、UE　Power　H
eadroomを算出する。
【００７６】
　例えば、上りリンク品質測定部６０８６は、以下の式を用いて、物理上りリンク共有チ
ャネルの送信電力の期待値を算出してもよい。
【００７７】
　送信電力の期待値　=　min　(　Pmax,　10*logM　+　P0　+　a1　*　PL　+　delta_mcs
　+　f　(delta_i))
　Pmax:　移動局の最大送信電力（例えば、24dＢｍとする）
　M:　割り当てられるリソースブロックの数。ＭＰＵＳＣＨと呼ばれてもよい。
【００７８】
　P0:　報知チャネルにより通知される値。Ｐｏ＿ＰＵＳＣＨと呼ばれてもよい。
【００７９】
　a1:　係数。αと呼ばれてもよい。
【００８０】
　PL:　パスロス
　delta_mcs:　RRC　messageより通知される値。ΔＴＦ（ｉ）と呼ばれてもよい。尚、ｉ
は、時間方向の単位、例えば、サブフレーム番号を示すＩｎｄｅｘである。
【００８１】
　delta_i:　補正パラメータ。ｉと呼ばれてもよい。
【００８２】
　f(*):　delta_iを引数に持つ任意の関数
　尚、Pmax、M、P0、a1、delta_mcs、delta_i及びf(*)は、受信装置内部のパラメータと
してもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力される値としても
よい。また、P0は、P-BCH又はD-BCHに含まれる上りリンクの送信電力制御関連の情報に基
づいて設定されてもよい。上りリンクの送信電力制御関連の情報（P0）は、データ信号復
号部６０８４より受け取る。
【００８３】
　尚、上述した送信電力の期待値を算出するための式は、あくまで一例であり、パスロス
を引数に持つ、上記と異なる式を用いて、物理上りリンク共有チャネルの送信電力の期待
値を算出してもよい。
【００８４】
　上述した例では、物理上りリンク共有チャネルの送信電力の期待値を算出したが、代わ
りに、同様の式を用いて、サウンディング用のリファレンス信号の送信電力や上りリンク
の制御チャネル、ランダムアクセスチャネルの送信電力の期待値を算出してもよい。ある
いは、サウンディング用のリファレンス信号の送信電力や上りリンクの制御チャネル、ラ
ンダムアクセスチャネルの送信電力の期待値を、上記物理上りリンク共有チャネルの送信
電力の期待値にオフセットをかけることにより、算出してもよい。
【００８５】
　また、上記物理上りリンクの共有チャネルの送信電力の期待値に基づき、UE　Power　H
eadroom（UPH）の期待値を以下のように算出してもよい。
【００８６】
　UPHの期待値　=　Pmax　－　（物理上りリンクの共有チャネルの送信電力の期待値）
　（本式は、dＢ値で計算されることとする）
　また、同様に、サウンディング用のリファレンス信号の送信電力や上りリンクの制御チ
ャネル、ランダムアクセスチャネルの送信電力の期待値に基づき、それぞれのチャネルに
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関するUPHの期待値を算出してもよい。
【００８７】
　UPH（Sounding）の期待値　=　Pmax　－（サウンディング用のリファレンス信号の送信
電力の期待値）
　UPH（制御チャネル）の期待値　=　Pmax　－（上りリンクの制御チャネルの送信電力の
期待値）
　UPH（RACH）の期待値　=　Pmax　－（ランダムアクセスチャネルの送信電力の期待値）
　尚、上述した送信電力の期待値やUPHの期待値は、周波数方向及び時間方向に平均化さ
れた値として測定されてもよい。時間方向に関しては、例えば、パラメータとして定義さ
れる平均化区間に基づいて算出されてもよい。すなわち、平均化区間が１ｍｓの場合に、
１ｍｓで平均化した値を算出してもよい。さらに、１ｍｓで平均化した値を、さらに、以
下の式に基づいてフィルタリングを行った後の値（Fn）を算出してもよい。
【００８８】
　式：　Fn　=　(1-a)×Fn-1　+　a×Mn
　Fn:　アップデートされたフィルタリング後の値
　Fn-1:　古いフィルタリング後の値
　a:　フィルタリング係数
　Mn:　１ｍｓ間の平均値
　尚、フィルタリング係数aの値として、例えば、1/2(k/2)　(k　=　0,　1,　2,　…,　)
といった値を設定することができる。平均化区間やフィルタリング係数aの値は、受信装
置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より
入力される値としてもよい。
【００８９】
　尚、上述した例においては、時間方向に平均したが、代わりに、受信装置６００の位置
情報に基づいて平均を行ってもよい。例えば、位置情報の平均化区間として１００ｍが設
定された場合には、受信装置６００が１００ｍ移動する毎に、上述した送信電力の期待値
やUPHの期待値の平均値を算出してもよい。尚、１００ｍといった一次元のパラメータで
はなく、１００ｍ2といった二次元のパラメータを設定してもよい。尚、位置情報は、外
部入出力部１１０より通知される。位置情報の平均化区間は、受信装置内部のパラメータ
としてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力される値として
もよい。
【００９０】
　周波数方向に関しては、図７に示すように、システム帯域全体の周波数帯域に関する平
均値を算出してもよいし、システム帯域の中心に位置する、言い換えればシステム帯域の
中心周波数を含む１．０８ＭＨｚの周波数帯域に関する平均値を算出してもよい。図７に
は、システム帯域の中心周波数を含む６個のリソースブロックの周波数帯域が示される。
図７において、横軸は周波数である。システム帯域の中心に位置する１．０８ＭＨｚの周
波数帯域は、ＬＴＥにおいては同期チャネル(SCH:　synchronization　channel、または
、Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａｌｓ)が送信される周波数帯域である。
あるいは、リソースブロック毎に平均値を算出してもよいし、あるいは、より柔軟に、シ
ステム帯域内の任意に設定される周波数帯域に関する平均値を算出してもよい。あるいは
、図８に示すように、複数のリソースブロックをグループ化した周波数帯域（以下、リソ
ースブロックグループと呼ぶ）毎に平均値を算出してもよい。図８においては、５個のリ
ソースブロックをグループ化して、１つのリソースブロックグループとしている。図８に
おいて、横軸は周波数である。上述した、周波数方向においてどのように平均化するかに
関しては、受信装置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経
由して、外部より入力される値としてもよい。
【００９１】
　また、リソースブロック毎あるいはリソースブロックグループ毎に、上りリンクの送信
電力の期待値又はUPHの期待値を算出する場合、パスロスが小さい方からＭ個（Ｍは、Ｍ
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＞０の整数）のリソースブロックあるいはリソースブロックグループの上りリンクの送信
電力の期待値又はUPHの期待値の値を算出してもよい。Ｍの値に関しても、受信装置内部
のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部１１０を経由して、外部より入力さ
れる値としてもよい。
【００９２】
　また、上りリンクのスループットの期待値は、上述した上りリンクの送信電力の期待値
とパスロスと干渉レベルとに基づき、以下のように算出してもよい。
【００９３】
　まず、上りリンクの基地局装置２００における上りリンクのＳＩＲの期待値を以下のよ
うに算出する。
【００９４】
　上りリンクのSIRの期待値　=(上りリンクの送信電力の期待値)　－　(パスロス)　－　
(干渉レベル)
　尚、干渉レベルは、受信装置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部
６１０を経由して、外部より入力される値としてもよい。いずれの場合でも、干渉レベル
の値は、上りリンクの送信電力の期待値が算出された周波数帯域幅に関して正規化された
値とする。
【００９５】
　そして、例えば、表１に示すような参照テーブルと上りリンクのSIRの期待値とに基づ
き、上りリンクのスループットの期待値を算出してもよい。表１には、ＳＩＲ［ｄＢ］の
期待値と１リソースブロックあたりのスループット［Ｍｂｐｓ］との関係が示される。
【００９６】
【表１】

　尚、表１においては、１リソースブロックあたりのスループットを算出しているが、シ
ステム帯域全体のスループットや、システム帯域内の任意の周波数帯域のスループットを
算出する参照テーブルとしてもよい。
【００９７】
　また、上述したように、上りリンクの送信電力の期待値は、時間方向、周波数方向に平
均した値を算出しており、上りリンクのSIRの期待値や上りリンクのスループットの期待
値も同様に時間方向、周波数方向に平均した値を算出してもよい。
【００９８】
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　すなわち、時間方向に関しては、平均化区間やフィルタリング係数aの値に基づき、時
間方向に平均化された上りリンクのスループット期待値を算出してもよい。
【００９９】
　尚、上述した例においては、時間方向に平均したが、代わりに、受信装置６００の位置
情報に基づいて平均を行ってもよい。例えば、位置情報の平均化区間として１００ｍが設
定された場合には、受信装置６００が１００ｍ移動する毎に、上述した上りリンクのSIR
の期待値や上りリンクのスループットの期待値の平均値を算出してもよい。尚、１００ｍ
といった一次元のパラメータではなく、１００ｍ2といった二次元のパラメータを設定し
てもよい。尚、位置情報は、外部入出力部６１０より通知される。位置情報の平均化区間
は、受信装置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して
、外部より入力される値としてもよい。
【０１００】
　また、周波数方向に関しては、システム帯域全体の周波数帯域に関するスループットの
期待値、システム帯域の中心に位置する、言い換えればシステム帯域の中心周波数を含む
１．０８ＭＨｚの周波数帯域に関するスループットの期待値、システム帯域内の任意の周
波数帯域に関するスループットの期待値、各リソースブロックに関するスループットの期
待値、各リソースブロックに関するスループットの期待値を算出してもよい。また、リソ
ースブロック毎あるいはリソースブロックグループ毎にスループットの期待値を算出する
場合、スループットの期待値が大きい方からＭ個のリソースブロックあるいはリソースブ
ロックグループのスループットの期待値を算出してもよい。
【０１０１】
　この場合も、時間方向の平均化区間やフィルタリング係数aの値、周波数方向において
どのように平均化するか、Ｍの値に関しては、受信装置内部のパラメータとしてもよく、
あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力される値としてもよい。
【０１０２】
　また、上述した表１に記載の参照テーブルは、あくまで一例であり、上記以外の値を有
する同様の参照テーブルを用いて、上述した算出処理を行ってもよい。
【０１０３】
　尚、上りリンクの送信電力の期待値、上りリンクのSIRと上りリンクのスループットの
期待値、UPHの期待値は、基地局装置２００から送信される下りリンクのリファレンス信
号を用いて測定を行うだけでなく、隣接する基地局装置から送信される下りリンクのリフ
ァレンス信号を用いて同様の測定を行ってもよい。また、基地局装置が複数のセクタを有
する場合には、自基地局及び隣接する基地局の全セクタからの下りリンクのリファレンス
信号に関して同様の測定を行ってもよい。更に言えば、リファレンス信号測定部１０９０
は、受信装置６００が受信可能な全ての基地局装置（あるいは、セクタ）からのリファレ
ンス信号に基づいて、上りリンクの送信電力の期待値、上りリンクのSIRと上りリンクの
スループットの期待値、UPHの期待値を算出してもよい。
【０１０４】
　そして、上りリンク品質測定部６０８６は、上りリンクの送信電力の期待値と、上りリ
ンクのSIRの期待値と、上りリンクのスループットの期待値と、UPHの期待値とを、外部入
出力部６１０に通知する。
【０１０５】
　外部入出力部６１０に通知された上りリンクの送信電力の期待値と、上りリンクのSIR
の期待値と、上りリンクのスループットの期待値と、UPHの期待値は、後述するように、
グラフ画像や数値データとして外部（モニタ画面や記憶媒体）に出力される。また、上り
リンクの送信電力の期待値と、上りリンクのSIRの期待値と上りリンクのスループットの
期待値、UPHの期待値は、受信装置６００の位置情報とともに、グラフ画像や数値データ
として外部（モニタ画面や記憶媒体）に出力されてもよい。このように、上りリンクの送
信電力の期待値と、上りリンクのSIRの期待値と、上りリンクのスループットの期待値と
、UPHの期待値を外部出力することにより、セル内の上りリンクの送信電力の期待値と、
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上りリンクのSIRの期待値と上りリンクのスループットの期待値、UPHの期待値を取得する
ことが可能となる。すなわち、受信装置６００が、基地局装置２００より送信される下り
リンクのリファレンス信号に基づき、上りリンクの送信電力の期待値と、上りリンクのSI
Rの期待値と、上りリンクのスループットの期待値と、UPHの期待値を評価することにより
、無線通信システム１０００の上りリンクの伝送効率、無線容量、セルカバレッジを評価
することが可能となる。
【０１０６】
　下りリンク品質測定部６０８７は、下りリンクリファレンス信号受信部６０８５より、
チャネル推定値と下りリンクのリファレンス信号を受け取る。そして、リファレンス信号
測定部６０９０は、チャネル推定値と下りリンクのリファレンス信号を用いて、下りリン
クの品質情報（Channel　quality　indicator）と下りリンクのスループットの期待値を
算出する。
【０１０７】
　例えば、下りリンクの品質情報は、下りリンクのリファレンス信号のSIRに基づいて、
表２に示すような参照テーブルを用いて下りリンクの品質情報を算出してもよい。表２に
は、ＣＱＩとＳＩＲ［ｄＢ］の値との関係が示される。あるいは、下りリンクの品質情報
として、SIRそのものを算出してもよい。
【０１０８】
【表２】

　あるいは、下りリンクの品質情報として、表３に示すような参照テーブルを用いて、所
定の誤り率以下で受信可能であり、かつ、最大のペイロードサイズ（Payload　size）を
有するCQIの値を算出してもよい。表３には、ＣＱＩと、リソースブロック数（ＲＢ数）
、変調（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）及びペイロードサイズとの関係が示される。
【０１０９】
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【表３】

　尚、上述したSIRの値は、周波数方向及び時間方向に平均化された値として測定されて
もよい。
【０１１０】
　時間方向に関しては、例えば、パラメータとして定義される平均化区間に基づいて算出
されてもよい。すなわち、平均化区間が１ｍｓの場合に、１ｍｓで平均化した値を算出し
てもよい。さらに、１ｍｓで平均化した値を、さらに、以下の式に基づいてフィルタリン
グを行った後の値（Fn）を算出してもよい。
【０１１１】
　式：Ｆｎ＝（１－ａ）・Ｆｎ－１＋ａ・Ｍｎ

　Fn:　アップデートされたフィルタリング後の値
　Fn-1:　古いフィルタリング後の値
　a:　フィルタリング係数
　Mn:　１ｍｓ間の平均値
　尚、フィルタリング係数aの値として、例えば、1/2(k/2)　(k　=　0,　1,　2,　…,　)
といった値を設定することができる。平均化区間やフィルタリング係数aの値は、受信装
置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より
入力される値としてもよい。
【０１１２】
　尚、上述した例においては、時間方向に平均したが、代わりに、受信装置６００の位置
情報に基づいて平均を行ってもよい。例えば、位置情報の平均化区間として１００ｍが設
定された場合には、受信装置６００が１００ｍ移動する毎に、上述したSIRの平均値を算
出してもよい。尚、１００ｍといった一次元のパラメータではなく、１００ｍ2といった
二次元のパラメータを設定してもよい。尚、位置情報は、外部入出力部６１０より通知さ
れる。位置情報の平均化区間は、受信装置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外
部入出力部６１０を経由して、外部より入力される値としてもよい。
【０１１３】
　周波数方向に関しては、図７を参照して説明したように、システム帯域全体の周波数帯
域に関する平均値を算出してもよいし、システム帯域の中心に位置する１．０８ＭＨｚの
周波数帯域に関する平均値を算出してもよい。システム帯域の中心に位置する１．０８Ｍ
Ｈｚの周波数帯域は、ＬＴＥにおいてはＳＣＨが送信される周波数帯域である。あるいは
、リソースブロック毎に平均値を算出してもよいし、あるいは、より柔軟に、システム帯
域内の任意に設定される周波数帯域に関する平均値を算出してもよい。あるいは、図８を
参照して説明したように、複数のリソースブロックをグループ化した周波数帯域（以下、
リソースブロックグループと呼ぶ）毎に平均値を算出してもよい。図８においては、５個
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のリソースブロックをグループ化して、１つのリソースブロックグループとしている。上
述した、周波数方向においてどのように平均化するかに関しては、受信装置内部のパラメ
ータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力される値と
してもよい。
【０１１４】
　また、リソースブロック毎あるいはリソースブロックグループ毎にSIRを算出する場合
、SIRが大きい方からＭ個のリソースブロックあるいはリソースブロックグループのSIRの
値を算出してもよい。上記Ｍの値に関しても、受信装置内部のパラメータとしてもよく、
あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力される値としてもよい。
【０１１５】
　また、下りリンクのスループットの期待値は、上述した下りリンクの品質情報（Channe
l　quality　indicator）に基づき、以下のように算出してもよい。
【０１１６】
【表４】

　例えば、表４に示すような参照テーブルと下りリンクの品質情報に基づき、下りリンク
のスループットの期待値を算出してもよい。表４には、ＣＱＩと１リソースブロックあた
りのスループット［Ｍｂｐｓ］との関係が示される。尚、表４においては、１リソースブ
ロックあたりのスループットを算出しているが、システム帯域全体のスループットや、シ
ステム帯域内の任意の周波数帯域のスループットを算出する参照テーブルとしてもよい。
【０１１７】
　また、上述したように、下りリンクの品質情報は、時間方向、周波数方向に平均した値
を算出しており、下りリンクのスループットの期待値も同様に時間方向、周波数方向に平
均した値を算出してもよい。すなわち、時間方向に関しては、平均化区間やフィルタリン
グ係数aの値に基づき、時間方向に平均化された下りリンクのスループット期待値を算出
してもよい。あるいは、時間方向に平均化する代わりに、受信装置６００の位置情報に基
づいて平均を行ってもよい。例えば、位置情報の平均化区間として１００ｍが設定された
場合には、受信装置６００が１００ｍ移動する毎に、上述した下りリンクのスループット
の期待値の平均値を算出してもよい。尚、１００ｍといった一次元のパラメータではなく
、１００ｍ2といった二次元のパラメータを設定してもよい。尚、位置情報は、外部入出
力部６１０より通知される。位置情報の平均化区間は、受信装置内部のパラメータとして
もよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力される値としてもよい
。
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【０１１８】
　また、周波数方向に関しては、システム帯域全体の周波数帯域に関するスループットの
期待値、システム帯域の中心に位置する１．０８ＭＨｚの周波数帯域に関するスループッ
トの期待値、システム帯域内の任意の周波数帯域に関するスループットの期待値、各リソ
ースブロックに関するスループットの期待値、各リソースブロックに関するスループット
の期待値を算出してもよい。また、リソースブロック毎あるいはリソースブロックグルー
プ毎にスループットの期待値を算出する場合、スループットの期待値が大きい方からＭ個
のリソースブロックあるいはリソースブロックグループのスループットの期待値を算出し
てもよい。
【０１１９】
　この場合も、時間方向の平均化区間やフィルタリング係数aの値、周波数方向において
どのように平均化するか、Ｍの値に関しては、受信装置内部のパラメータとしてもよく、
あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力される値としてもよい。
【０１２０】
　また、上述した表２、表３及び表４に記載の参照テーブルは、あくまで一例であり、上
記以外の値を有する同様の参照テーブルを用いて、上述した算出処理を行ってもよい。
【０１２１】
　尚、以下に、下りリンクにおいて、ＭＩＭＯ（Multiple　Input　Multiple　Output）
が適用されている場合の、下りリンクの品質情報（Channel　quality　indicator）と下
りリンクのスループットの算出を記載する。
【０１２２】
　ＭＩＭＯが適用される場合には、伝搬環境の無線品質に応じて、送信されるストリーム
数（ランク（RANK））が変動する。例えば、セル端のような無線品質が悪い場合には、ス
トリーム数を１として通信を行い、セルの中央のような無線品質が良い場合には、ストリ
ーム数を２として通信を行うといった制御が行われる。この場合、より具体的には、例え
ば、移動局は、下りリンクのリファレンス信号に基づき、ストリーム数が１の場合と２の
場合とでそれぞれSIR又は下りリンクの品質情報（Channel　quality　indicator）、スル
ープットの期待値を算出し、スループットの期待値が最大となるようなストリーム数を基
地局装置２００に報告し、基地局装置２００は、上記移動局より報告されたストリーム数
に基づいて、下りリンクのストリーム数を制御するといった制御を行ってもよい。尚、閉
ループ型のMIMOを適用する場合には、移動局は、上記ストリーム数だけでなく、最適なプ
リコーディング　マトリクス（Precoding　matrix）を選択し、基地局装置２００に送信
してもよい。
【０１２３】
　尚、送信アンテナと受信アンテナの数がそれぞれ２本の場合には、ストリーム数は１と
２だが、送信アンテナと受信アンテナの数がそれぞれ４本の場合には、ストリーム数は、
１、２、３及び４のいずれかとなる。
【０１２４】
　下りリンク品質測定部６０８７は、上述した、下りリンクの品質情報と、スループット
期待値を算出する際に、ストリーム数（RANK）も算出してもよい。すなわち、MIMOを適用
する場合には、下りリンク品質測定部６０８７は、下りリンクの品質情報と、スループッ
ト期待値と、ストリーム数（RANK）を算出する。
【０１２５】
　尚、下りリンクの品質情報（Channel　quality　indicator）と下りリンクのスループ
ットの期待値、ストリーム数（MIMOが適用される場合）は、基地局装置２００から送信さ
れる下りリンクのリファレンス信号を用いて測定を行うだけでなく、隣接する基地局装置
から送信される下りリンクのリファレンス信号を用いて同様の測定を行ってもよい。また
、基地局装置が複数のセクタを有する場合には、自基地局及び隣接する基地局の全セクタ
からの下りリンクのリファレンス信号に関して同様の測定を行ってもよい。更に言えば、
リファレンス信号測定部１０９０は、受信装置６００が受信可能な全ての基地局装置（あ
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るいは、セクタ）からのリファレンス信号に基づいて、下りリンクの品質情報（Channel
　quality　indicator）と下りリンクのスループットの期待値、ストリーム数（MIMOが適
用される場合）を算出してもよい。そして、下りリンク品質測定部６０８７は、下りリン
クの品質情報（Channel　quality　indicator）と下りリンクのスループットの期待値と
、ストリーム数（MIMOが適用される場合）とを、外部入出力部６１０に通知する。
【０１２６】
　外部入出力部６１０に通知された上記下りリンクの品質情報（Channel　quality indic
ator）と下りリンクのスループットの期待値とストリーム数（MIMOが適用される場合）は
、後述するように、グラフ画像や数値データとして外部（モニタ画面や記憶媒体）に出力
される。また、下りリンクの品質情報（Channel　quality　indicator）と下りリンクの
スループットの期待値とストリーム数（MIMOが適用される場合）は、受信装置６００の位
置情報とともに、グラフ画像や数値データとして外部（モニタ画面や記憶媒体）に出力さ
れてもよい。このように、下りリンクの品質情報（Channel　quality　indicator）と下
りリンクのスループットの期待値とストリーム数（MIMOが適用される場合）を外部出力す
ることにより、セル内の下りリンクのリファレンス信号の無線品質や下りリンクの共有チ
ャネルのスループット期待値とストリーム数（MIMOが適用される場合）を取得することが
可能となる。すなわち、受信装置６００が基地局装置２００より送信される下りリンクの
リファレンス信号に基づき、下りリンクの品質情報（Channel　quality　indicator）と
下りリンクのスループットの期待値とストリーム数（MIMOが適用される場合）を評価する
ことにより、無線通信システム１０００の下りリンクの伝送効率、無線容量を評価するこ
とが可能となる。
【０１２７】
　遅延プロファイル部６０８８は、下りリンクリファレンス信号受信部６０８５より、下
りリンクのリファレンス信号及びチャネル推定値を受け取る。そして、リファレンス信号
に基づいて、下りリンクの遅延プロファイルを算出する。例えば、FFT処理後のリファレ
ンス信号（チャネル推定値）をIFFT処理することにより、遅延プロファイルを算出しても
よい。
【０１２８】
　あるいは、FFT処理前の下りリンクの受信信号と、既知であるリファレンス信号の送信
系列をIFFT処理した信号の時間相関をとることにより、遅延プロファイルを算出してもよ
い。この場合、図９に示すように、アナログディジタル変換器（Ａ／Ｄ）６０８０から出
力される下りリンクの受信信号（FFT処理前の下りリンクの受信信号）のコピーが遅延プ
ロファイル部６０８８に入力される。
【０１２９】
　尚、上記遅延プロファイルを算出する場合に、時間方向に平均化した遅延プロファイル
を算出してもよい。尚、平均化区間は、受信装置内部のパラメータとしてもよく、あるい
は、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力される値としてもよい。
【０１３０】
　あるいは、時間方向に平均化する代わりに、受信装置６００の位置情報に基づいて平均
を行ってもよい。例えば、位置情報の平均化区間として１００ｍが設定された場合には、
受信装置６００が１００ｍ移動する毎に、遅延プロファイルの平均値を算出してもよい。
尚、１００ｍといった一次元のパラメータではなく、１００ｍ2といった二次元のパラメ
ータを設定してもよい。尚、位置情報は、外部入出力部６１０より通知される。位置情報
の平均化区間は、受信装置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１
０を経由して、外部より入力される値としてもよい。そして、遅延プロファイル部６０８
８は、CP長の期待値（予測値）を算出する。
【０１３１】
　例えば、図１０に示すように、遅延プロファイルを構成するパスの内、その受信レベル
が所定の閾値以上であるパスを選択し、時間的に最も早く到来するパスと時間的に最も遅
く到来するパスの時間差に基づいてCP長の期待値を算出してもよい。例えば、E-UTRAのCP
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長は、ショート　サイクリック　プリフィックス(Short　CP(Short　Cyclic　prefix),ノ
ーマル　サイクリック　プリフィックス(Normal　cyclic　prefix)とも言う)の場合に、
４．６８７５μｓｅｃ、ロング　サイクリック　プリフィックス（Long　CP）の場合に１
６．６６６６μｓｅｃであるため、上記時間的に最も早く到来するパスと時間的に最も遅
く到来するパスの時間差が４．６８７５μｓｅｃ以上である場合にLong　CPが最適である
と判定し、そうでない場合にShort　CPが最適であると判定してもよい。
【０１３２】
　あるいは、CP長の期待値を算出する代わりに、上記時間的に最も早く到来するパスと時
間的に最も遅く到来するパスの時間差を、伝搬路の遅延量の推定値として算出してもよい
。この場合、本発明に係るエリア評価ツールを使用するユーザは、上記伝搬路の遅延量に
基づき、容易にShort CPが最適であるか、Long CPが最適であるかを判定することが可能
である。
【０１３３】
　あるいは、図１１に示すように、最も受信レベルが大きいパスを基準にしたFFTタイミ
ングを定義し、FFTタイミングとShort　CP長により構成されるウインドウ（Window）内の
受信レベルとWindow外の受信レベルの比に基づいて、CP長の期待値を算出してもよい。例
えば、Window外の受信レベルに対する、Window内の受信レベルの比が10以上である場合に
、Short　CPが最適であると判定し、そうでない場合にLong　CPが最適であると判定して
もよい。
【０１３４】
　尚、パス選択のための閾値や、Window外の受信レベルとWindow内の受信レベルの比は、
受信装置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外
部より入力される値としてもよい。また、閾値は絶対値でもよく、あるいは、相対値であ
ってもよい。相対値の場合、その定義を、例えば、受信レベルが最大のパスの受信レベル
からの比としてもよい。そして、遅延プロファイル測定部６０８８は、CP長の期待値また
は伝搬路の遅延量の推定値を外部入出力部６１０に通知する。
【０１３５】
　外部入出力部６１０に通知されたCP長の期待値または伝搬路の遅延量の推定値は、後述
するように、グラフ画像や数値データとして外部（モニタ画面や記憶媒体）に出力される
。また、CP長の期待値または伝搬路の遅延量の推定値は、受信装置６００の位置情報とと
もに、グラフ画像や数値データとして外部（モニタ画面や記憶媒体）に出力されてもよい
。このように、CP長の期待値または伝搬路の遅延量の推定値を外部出力することにより、
セル５０におけるCP長が適切に設定されているか否かの評価を行うことができるとともに
、共通チャネルに関係するパラメータ、例えば、セル５０における最適なCP長を選択する
ことが可能となる。
【０１３６】
　リファレンス信号測定部６０８９は、下りリンクリファレンス信号受信部６０８５より
、チャネル推定値と下りリンクのリファレンス信号を受け取る。そして、リファレンス信
号測定部６０８９は、チャネル推定値と下りリンクのリファレンス信号を用いて、下りリ
ンクのリファレンス信号の受信電力（RSRP：　Reference　Signal　Received　Power）、
下りリンクのキャリアの受信電力（E-UTRA　carrier　Received　Signal　strength　ind
icator　(RSSI)）、下りリンクのリファレンス信号の受信電力を下りリンクの受信電力で
除算した値（RSRP/RSSI）、パスロスを算出する。尚、前記ＲＳＲＰ／ＲＳＳＩは、ＲＳ
ＲＱ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ）と呼ば
れてもよい。
【０１３７】
　ここで、下りリンクのキャリアの受信電力とは、サービングセルである基地局装置２０
０からの全ての信号の受信電力と、隣接セルの全ての基地局装置からの信号の受信電力と
、隣接する周波数からの干渉信号と、熱雑音電力等を含んだ値である。また、下りリンク
のリファレンス信号の受信電力と、下りリンクのキャリアの受信電力の定義については、
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例えば、非特許文献３参照。
【０１３８】
　また、パスロスは、上記下りリンクのリファレンス信号の受信電力と、基地局装置２０
０における下りリンクのリファレンス信号の送信電力より、以下のように算出される。
【０１３９】
　パスロス　=　（下りリンクのリファレンス信号の送信電力）　－（下りリンクのリフ
ァレンス信号の受信電力）（本計算は、ｄB値で計算される)
　尚、下りリンクのリファレンス信号の送信電力は、受信装置内部のパラメータとしても
よく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力される値としてもよい。
あるいは、下りリンクのリファレンス信号の送信電力は、P-BCH又はD-BCHに含まれる下り
リンクのリファレンス信号の送信電力に関する情報に基づいて設定されてもよい。P-BCH
又はD-BCHに含まれる下りリンクのリファレンス信号の送信電力に関する情報は、データ
信号復号部６０８４より受け取る。
【０１４０】
　また、受信装置６００が２本の受信アンテナを有する場合、上記下りリンクのリファレ
ンス信号の受信電力と下りリンクのキャリアの受信電力を、以下の３通りの方法で測定し
てもよい。
（１）メインの１アンテナで測定した値を測定する方法
（２）２アンテナで測定した値の平均値を測定する方法
（３）２アンテナで測定した値の合計値を測定する方法
　また、上記３通りの方法は、下りリンクのリファレンス信号の受信電力と下りリンクの
キャリアの受信電力とで異なる方法を選択してもよいし、同じ方法を選択してもよい。こ
の場合、上記下りリンクのリファレンス信号の受信電力を下りリンクの受信電力で除算し
た値（RSRP/RSSI）は、上記３通りの方法のいずれかで算出された、下りリンクのリファ
レンス信号の受信電力と下りリンクのキャリアの受信電力とにより算出されることになる
。また、パスロスも、上記３通りの方法のいずれかで算出された下りリンクのリファレン
ス信号の受信電力により算出されることになる。尚、上記３通りの方法は、受信装置内部
のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力さ
れる値としてもよい。
【０１４１】
　尚、下りリンクのリファレンス信号の受信電力、下りリンクのキャリアの受信電力、下
りリンクのリファレンス信号の受信電力を下りリンクの受信電力で除算した値（RSRP/RSS
I）、パスロスは、周波数方向及び時間方向に平均化された値として測定されてもよい。
【０１４２】
　時間方向に関しては、例えば、パラメータとして定義される平均化区間に基づいて算出
されてもよい。すなわち、平均化区間が２００ｍｓの場合に、２００ｍｓで平均化した値
を算出してもよい。さらに、上記２００ｍｓで平均化した値を、さらに、以下の式に基づ
いてフィルタリングを行った後の値（Fn）を算出してもよい。
【０１４３】
　式：Fn　=　(1-a)×Fn-1　+　a×Mn
　Fn:アップデートされたフィルタリング後の値
　Fn-1:古いフィルタリング後の値
　a:フィルタリング係数
　Mn:２００ｍｓ間の平均値
　尚、フィルタリング係数aの値として、例えば、1/2(k/2)　(k=　0,　1,　2,　…,　)と
いった値を設定することができる。平均化区間やフィルタリング係数aの値は、受信装置
内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入
力される値としてもよい。
【０１４４】
　あるいは、時間方向に平均化する代わりに、受信装置６００の位置情報に基づいて平均
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を行ってもよい。例えば、位置情報の平均化区間として１００ｍが設定された場合には、
受信装置６００が１００ｍ移動する毎に、下りリンクのリファレンス信号の受信電力、下
りリンクのキャリアの受信電力、下りリンクのリファレンス信号の受信電力を下りリンク
の受信電力で除算した値（RSRP/RSSI）、パスロスの平均値を算出してもよい。尚、１０
０ｍといった一次元のパラメータではなく、１００ｍ2といった二次元のパラメータを設
定してもよい。尚、位置情報は、外部入出力部６１０より通知される。位置情報の平均化
区間は、受信装置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由
して、外部より入力される値としてもよい。
【０１４５】
　周波数方向に関しては、図７を参照して説明したように、システム帯域全体の周波数帯
域に関する平均値を算出してもよいし、システム帯域の中心に位置する１．０８ＭＨｚの
周波数帯域に関する平均値を算出してもよい。上記システム帯域の中心に位置する１．０
８ＭＨｚの周波数帯域は、ＬＴＥにおいてはSCHが送信される周波数帯域である。あるい
は、リソースブロック毎に平均値を算出してもよいし、あるいは、より柔軟に、システム
帯域内の任意に設定される周波数帯域に関する平均値を算出してもよい。あるいは、図８
を参照して説明したように、リソースブロックグループ毎に平均値を算出してもよい。図
８においては、５個のリソースブロックをグループ化して、１つのリソースブロックグル
ープとしている。尚、周波数方向に関しては、平均値としてもよいし、合計値としてもよ
い。上述した、周波数方向においてどのように平均化するかに関しては、受信装置内部の
パラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力され
る値としてもよい。また、平均値とするか、合計値とするかに関しても、受信装置内部の
パラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力され
る値としてもよい。
【０１４６】
　尚、上記下りリンクのリファレンス信号の受信電力、下りリンクのキャリアの受信電力
、下りリンクのリファレンス信号の受信電力を下りリンクの受信電力で除算した値（RSRP
/RSSI）、パスロスは、基地局装置２００から送信される下りリンクのリファレンス信号
だけでなく、隣接する基地局装置から送信される下りリンクのリファレンス信号に関して
も同様の測定を行ってもよい。また、基地局装置が複数のセクタを有する場合には、自基
地局及び隣接する基地局の全セクタからの下りリンクのリファレンス信号に関して同様の
測定を行ってもよい。更に言えば、リファレンス信号測定部６０８９は、受信装置６００
が受信可能な全ての基地局装置（あるいは、セクタ）からのリファレンス信号に基づいて
、下りリンクのリファレンス信号の受信電力、下りリンクのキャリアの受信電力、下りリ
ンクのリファレンス信号の受信電力を下りリンクの受信電力で除算した値（RSRP/RSSI）
、パスロスを算出してもよい。
【０１４７】
　そして、リファレンス信号測定部６０８９は、上記下りリンクのリファレンス信号の受
信電力、下りリンクのキャリアの受信電力、下りリンクのリファレンス信号の受信電力を
下りリンクの受信電力で除算した値（RSRP/RSSI）、パスロスを、外部入出力部６１０に
通知する。
【０１４８】
　外部入出力部６１０に通知された上記下りリンクのリファレンス信号の受信電力、下り
リンクのキャリアの受信電力、下りリンクのリファレンス信号の受信電力を下りリンクの
受信電力で除算した値（RSRP/RSSI）、パスロスは、後述するように、グラフ画像や数値
データとして外部（モニタ画面や記憶媒体）に出力される。また、上記下りリンクのリフ
ァレンス信号の受信電力、下りリンクのキャリアの受信電力、下りリンクのリファレンス
信号の受信電力を下りリンクの受信電力で除算した値（RSRP/RSSI）、パスロスは、受信
装置６００の位置情報とともに、グラフ画像や数値データとして外部（モニタ画面や記憶
媒体）に出力されてもよい。このように、下りリンクのリファレンス信号の受信電力、下
りリンクのキャリアの受信電力、下りリンクのリファレンス信号の受信電力を下りリンク
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の受信電力で除算した値（RSRP/RSSI）、パスロスを外部出力することにより、セル内の
下りリンクのリファレンス信号の無線品質を取得することが可能となる。一般的に、上記
下りリンクのリファレンス信号の受信電力、下りリンクのキャリアの受信電力、下りリン
クのリファレンス信号の受信電力を下りリンクの受信電力で除算した値（RSRP/RSSI）、
パスロスは、ハンドオーバやセルリセレクション等の移動制御に用いられる。よって、受
信装置６００が受信可能な全ての基地局装置に関する、下りリンクのリファレンス信号の
受信電力、下りリンクのキャリアの受信電力、下りリンクのリファレンス信号の受信電力
を下りリンクの受信電力で除算した値（RSRP/RSSI）、パスロスを評価することにより、
無線通信システム１０００の移動制御の特性を評価することが可能となる。
【０１４９】
　誤り率取得部６０９０は、データ信号復号部６０８４より、P-BCHやD-BCH、D-BCHのた
めのDL　Scheduling　Information、PIやPCHの復調結果を受け取り、P-BCHやD-BCH、D-BC
HのためのDL　Scheduling　Information、PIやPCHの誤り率をそれぞれ算出する。尚、上
記誤り率を算出するための測定区間は、外部入出力部１１０より受け取る。例えば、外部
入出力部６１０より、上記測定区間として１秒という値を受け取った場合には、P-BCHやD
-BCH、D-BCHのためのDL　Scheduling　Information、PIやPCHの誤り率をそれぞれ１秒毎
に算出する。そして、誤り率取得部６０９０は、上記P-BCHやD-BCH、D-BCHのためのDL　S
cheduling　Information、PIやPCHの誤り率を外部入出力部６１０に通知する。
【０１５０】
　あるいは、時間方向の測定区間の代わりに、受信装置６００の位置情報に基づいた測定
区間が指定されてもよい。例えば、位置情報の測定区間として１００ｍが設定された場合
には、受信装置６００が１００ｍ移動する毎に、上記P-BCHやD-BCH、D-BCHのためのDL　S
cheduling　Information、PIやPCHの誤り率を算出してもよい。尚、１００ｍといった一
次元のパラメータではなく、１００ｍ2といった二次元のパラメータを設定してもよい。
尚、上記位置情報は、外部入出力部１１０より通知される。上記位置情報の平均化区間は
、受信装置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、
外部より入力される値としてもよい。
【０１５１】
　外部入出力部６１０に通知された上記P-BCHやD-BCH、D-BCHのためのDL　Scheduling　I
nformation、PIやPCHの誤り率は、後述するように、グラフ画像や数値データとして外部
（モニタ画面や記憶媒体）に出力される。また、上記P-BCHやD-BCH、D-BCHのためのDL　S
cheduling　Information、PIやPCHの誤り率は、受信装置６００の位置情報とともに、グ
ラフ画像や数値データとして外部（モニタ画面や記憶媒体）に出力されてもよい。このよ
うに、P-BCHやD-BCH、D-BCHのためのDL　Scheduling　Information、PIやPCH等の共通チ
ャネルの誤り率を外部出力することにより、共通チャネルの品質が適切に維持されている
かの評価を行うことができるとともに、共通チャネルに関係するパラメータ、例えば、共
通チャネルに割り当てる送信電力やリソースエレメントの数を最適化することが可能とな
る。また、リソースエレメントの数の代わりに、リソースブロックの数やサブキャリアの
数、OFDMシンボルの数等を最適化してもよい。
【０１５２】
　尚、図５、図６においては、基地局装置２００から送信される下りリンクの信号の受信
処理に関して記載を行っているが、基地局装置２００と隣接する基地局装置から送信され
る下りリンクの信号に関しても同様に受信処理を行うことができる。
【０１５３】
　外部入出力部６１０は、ベースバンド信号処理部６０８における上りリンク品質測定部
６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロファイル測定部６０８８、リファレ
ンス信号測定部６０８９、誤り率取得部６０９０で測定した値を外部インタフェースに出
力する。より具体的には、測定した値を数値データやグラフ画像として、モニタ画面上に
出力したり、数値データとして、メモリやハードディスクといった記憶媒体に保存したり
する。
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【０１５４】
　ここで、外部入出力部６１０は、位置情報を取得し、上りリンク品質測定部６０８６や
下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロファイル測定部６０８８、リファレンス信号測
定部６０８９、誤り率取得部６０９０で測定した値を、位置情報とともに、グラフ画像や
数値データとして外部（モニタ画面や記憶媒体）に出力してもよい。ここで、位置情報は
、例えば、外部入出力部６１０がGPS７００等の位置情報を取得する装置と接続され、GPS
７００から取得されてもよい。
【０１５５】
　尚、上りリンク品質測定部６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロファイ
ル測定部６０８８、リファレンス信号測定部６０８９、誤り率取得部６０９０で測定した
値を、位置情報とともに出力する場合に、上記測定した値は、時間方向に平均した値でも
よいし、位置情報に基づいて平均した値でもよい。
【０１５６】
　また、上りリンク品質測定部６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロファ
イル測定部６０８８、リファレンス信号測定部６０８９、誤り率取得部６０９０において
、時間ではなく、位置情報に基づいて平均を行う場合には、GPS７００から取得された位
置情報が、外部入出力６１０経由で、上りリンク品質測定部６０８６や下りリンク品質測
定部６０８７、遅延プロファイル測定部６０８８、リファレンス信号測定部６０８９、誤
り率取得部６０９０に通知される。
【０１５７】
　また、外部入出力部６１０は、また、ベースバンド信号処理部６０８における上りリン
ク品質測定部６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロファイル測定部６０８
８、リファレンス信号測定部６０８９、誤り率取得部６０９０において用いられるパラメ
ータを保持し、上りリンク品質測定部６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、遅延プ
ロファイル測定部６０８８、リファレンス信号測定部６０８９、誤り率取得部６０９０に
通知する。尚、パラメータは、装置内の内部パラメータとして保存されていてもよいし、
外部インタフェースにより入力されてもよい。パラメータの詳細については、上述した通
りである。
【０１５８】
　次に、本実施例に係る受信装置６００におけるデータ取得方法について、図１２及び図
１３を参照して説明する。図１３は、上述した測定値を位置情報に基づいて平均化する場
合のデータ取得方法に関して説明する。
【０１５９】
　図１２を参照して説明を行う。
【０１６０】
　受信装置６００は、基地局装置２００により送信される下りリンクのリファレンス信号
を受信する（ステップＳ１２０２）。
【０１６１】
　受信装置６００は、受信した下りリンクのリファレンス信号に基づいて、上りリンク品
質、下りリンク品質、遅延プロファイル、リファレンス信号測定結果及び誤り率の少なく
とも１つを算出する（ステップＳ１２０４）例えば、上述したベースバンド信号処理部６
０８における上りリンク品質測定部６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロ
ファイル測定部６０８８、リファレンス信号測定部６０８９、誤り率取得部６０９０は、
各部において用いられるパラメータを保持し、該パラメータ及び下りリンクのリファレン
ス信号に基づいて、算出を行い、期待値を求める。
【０１６２】
　受信装置６００は、求めた上りリンク品質、下りリンク品質、遅延プロファイル、リフ
ァレンス信号測定結果及び誤り率の少なくとも１つを外部インタフェースに出力する（ス
テップＳ１２０６）。例えば、受信装置６００は、モニタ画面や記憶媒体に出力する。
　その結果、出力された上りリンク品質、下りリンク品質、遅延プロファイル、リファレ
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ンス信号測定結果及び誤り率の少なくとも１つを取得することができる。尚、上述した測
定値は、時間的に平均化処理が行われた値であってもよい。
【０１６３】
　位置情報に基づいて平均化する場合について、図１３を参照して説明する。
【０１６４】
　受信装置６００は、基地局装置２００により送信される下りリンクのリファレンス信号
を受信する（ステップＳ１３０２）。
【０１６５】
　受信装置６００は、受信した下りリンクのリファレンス信号に基づいて、上りリンク品
質、下りリンク品質、遅延プロファイル、リファレンス信号測定結果及び誤り率の少なく
とも１つを算出する（ステップＳ１３０４）例えば、上述したベースバンド信号処理部６
０８における上りリンク品質測定部６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロ
ファイル測定部６０８８、リファレンス信号測定部６０８９、誤り率取得部６０９０は、
各部において用いられるパラメータを保持し、該パラメータ及び下りリンクのリファレン
ス信号に基づいて、算出を行い、期待値を求める。
【０１６６】
　GPS７００から取得された位置情報は、外部入出力６１０経由で、上りリンク品質測定
部６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロファイル測定部６０８８、リファ
レンス信号測定部６０８９、誤り率取得部６０９０に通知される。上りリンク品質測定部
６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロファイル測定部６０８８、リファレ
ンス信号測定部６０８９、誤り率取得部６０９０算出値を出力するとともに、位置情報を
出力する（ステップＳ１３０６）。
【０１６７】
　受信装置６００は、求めた上りリンク品質、下りリンク品質、遅延プロファイル、リフ
ァレンス信号測定結果及び誤り率の少なくとも１つを、位置情報とともに外部インタフェ
ースに出力する（ステップＳ１３０８）。例えば、受信装置６００は、モニタ画面や記憶
媒体に出力する。
【０１６８】
　その結果、出力された上りリンク品質、下りリンク品質、遅延プロファイル、リファレ
ンス信号測定結果及び誤り率の少なくとも１つを、位置情報に基づいて平均化処理が行わ
れた値として取得することができる。
【０１６９】
　次に、本実施例に係る受信装置６００における他のデータ取得方法について、図１４及
び図１５を参照して説明する。本実施例においては、通信を行い、ＤＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌ
ｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ又はＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔを用いて
スループットを測定する場合に関して説明を行う。尚、図１５は、位置情報に基づいて平
均化する場合のデータ取得方法に関して説明を行う。
【０１７０】
　図１４を参照して説明する。
【０１７１】
　基地局装置２００と通信を行う（ステップＳ１４０２）。
【０１７２】
　受信装置６００は、基地局装置２００により送信されるＤＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ又はＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔを受信する（ステ
ップＳ１４０４）。
【０１７３】
　受信装置６００は、受信したＤＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ又
はＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔに基づいて、下りリンクのスループット又は
上りリンクのスループットの少なくとも１つを算出する（ステップＳ１４０６）。
【０１７４】
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　受信装置６００は、求めた下りリンクのスループット又は上りリンクのスループットの
少なくとも１つを外部インタフェースに出力する（ステップＳ１４０８）。例えば、受信
装置６００は、モニタ画面や記憶媒体に出力する。
【０１７５】
　その結果、出力された下りリンクのスループット又は上りリンクのスループットの少な
くとも１つを取得することができる。尚、上記下りリンクのスループット又は上りリンク
のスループットは、時間的に平均化処理が行われた値であってもよい。
【０１７６】
　位置情報に基づいて平均化する場合について、図１５を参照して説明する。
【０１７７】
　基地局装置２００と通信を行う（ステップＳ１５０２）。
【０１７８】
　受信装置６００は、基地局装置２００により送信されるＤＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ又はＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔを受信する（ステ
ップＳ１５０４）。
【０１７９】
　受信装置６００は、受信したＤＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ又
はＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔに基づいて、下りリンクのスループット又は
上りリンクのスループットの少なくとも１つを算出する（ステップＳ１５０６）。
【０１８０】
　GPS７００から取得された位置情報は、外部入出力６１０経由で、上りリンク品質測定
部６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロファイル測定部６０８８、リファ
レンス信号測定部６０８９、誤り率取得部６０９０に通知される。上りリンク品質測定部
６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロファイル測定部６０８８、リファレ
ンス信号測定部６０８９、誤り率取得部６０９０算出値を出力するとともに、位置情報を
出力する（ステップＳ１５０８）。
【０１８１】
　受信装置６００は、求めた下りリンクのスループット又は上りリンクのスループットの
少なくとも１つを、位置情報とともに外部インタフェースに出力する（ステップＳ１４０
８）。例えば、受信装置６００は、モニタ画面や記憶媒体に出力する。
【０１８２】
　その結果、出力された下りリンクのスループット又は上りリンクのスループットの少な
くとも１つを、位置情報に基づいて平均化処理が行われた値として取得することができる
。
【０１８３】
　本発明の実施例によれば、下りリンクのスループットの期待値や上りリンクのスループ
ットの期待値といった、ネットワークオペレータがセル設計を行う上で必要となる値を取
得することが可能となり、上記値に基づいて、セル設計を行うことで、高品質で高効率の
ネットワークを実現することが可能となる。
（実施例２）
　本発明の他の実施例に係るエリア評価用の受信装置について説明する。
【０１８４】
　本実施例においては、無線通信システム１０００内における複数の基地局装置が、お互
いに同期して下りリンクの送信を行っている場合を考える。このような複数の基地局装置
がお互いに同期して下りリンクの送信を行っていることを、単一周波数ネットワーク(SFN
:　Single　Frequency　Network)あるいは、マルチキャスト／ブロードキャスト　単一周
波数ネットワーク(MBSFN:　Multicast/Broadcast　over　Single　Frequency　Network)
と呼ぶ。
【０１８５】
　MBSFNの場合、例えば、同期して下りリンクの送信を行っている複数の基地局装置から
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同一の信号を送信した場合、移動局において、複数の基地局装置から送信される信号を比
較的簡単に合成することが可能となる。このため、その伝送効率、伝送速度を向上させる
ことができる。特に、上述した技術は、マルチキャスト(Multicast)やブロードキャスト(
Broadcast)のように、基地局装置から不特定多数の移動局に対して、共通の信号を送信す
る場合に、有効である。
【０１８６】
　本実施例に係る受信装置６００、基地局装置２００が適用される無線通信システムにつ
いて、図１６を参照して説明する。
【０１８７】
　無線通信システム１０００は、例えばＥｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮ
が適用されるシステムであり、基地局装置２００ｍ（２００１、２００２、２００３、２
００４、２００５、２００６、２００７、・・・、２００ｍ、ｍはｍ＞０の整数）と、基
地局装置２００ｍと通信中である移動局１００ｎ（１００１、１００２、１００３、・・
・、１００ｎ、ｎはｎ＞０の整数）と、基地局装置２００ｍが移動通信サービスを提供す
るエリアであるセル５０ｌ（５０１、５０２、５０３、・・・、５０ｌ、ｌはｌ＞０の整
数）内に位置する受信装置６００とを備える。
【０１８８】
　尚、基地局装置２００ｍは、図１６においては、簡易化のため、そのセクタの数を１と
しているが、複数のセクタを有していてもよい。
【０１８９】
　受信装置６００は、基地局装置２００ｍとＥｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲ
ＡＮを用いた通信を行っていてもよいし、行っていなくてもよい。受信装置６００が基地
局装置２００ｍとＥｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮを用いた通信を行う場
合には、受信装置６００と基地局装置２００ｍとの間の通信において、移動局１００nと
基地局装置２００ｍとの間の通信処理と同等の処理が行われる。
【０１９０】
　本実施例に係る受信装置６００は、上述した実施例１に係る受信装置と、ベースバンド
信号処理部１０８のみが異なるため、ベースバンド信号処理部１０８に関して説明を行う
。
【０１９１】
　本実施例に係る受信装置６００におけるベースバンド信号処理部１０８は、図１７に示
すように、アナログディジタル変換器（Ａ／Ｄ）６０８０と、ＣＰ除去部６０８１と、高
速フーリエ変換部（ＦＦＴ）６０８２と、分離部（ＤｅＭＵＸ）６０８３と、データ信号
復号部６０８４と、下りリファレンス信号受信部６０８５と、下りリンク品質測定部６０
８７と、遅延プロファイル測定部６０８８と、リファレンス信号測定部６０８９と、誤り
率取得部６０９０とを備える。
【０１９２】
　これら各部のうち、アナログディジタル変換器（Ａ／Ｄ）６０８０、ＣＰ除去部６０８
１、高速フーリエ変換部（ＦＦＴ）６０８２及び分離部（ＤｅＭＵＸ）６０８３の機能は
上述した実施例と同様である。相違点は、送受信部６０６より入力される信号が、単一の
基地局装置からの信号であるか、同期して下りリンクの送信を行っている複数の基地局装
置からの信号であるかの違いである。但し、受信装置６００は、一般に、下りリンクの信
号内に、どの基地局装置からの信号が含まれているかを識別することはできない。
【０１９３】
　データ信号復号部６０８４は、下りリンクリファレンス信号部６０８５よりチャネル推
定結果を受け取り、チャネル推定結果に基づいて、下りリンクのデータ信号を補償し、同
期して下りリンクの送信を行っている複数の基地局装置から送信されたデータ信号を復元
する。ここで、データ信号とは、同期して下りリンクの送信を行っている複数の基地局装
置より送信された共通チャネルの信号のことである。ここで、共通チャネルとは、より具
体的には、P-BCH,　D-BCH,　Broadcast　channel,　Multicast　Channel等のことである
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。そして、データ信号の復調結果を誤り率取得部６０９０に通知する。
【０１９４】
　また、データ信号復号部６０８４は、P-BCHやD-BCHに含まれる情報を取得し、必要に応
じて、受信装置６００内部の各部に通知する。例えば、データ信号復号部６０８４は、P-
BCH又はD-BCHに含まれる下りリンクのリファレンス信号の送信電力に関する情報を取得し
、リファレンス信号測定部６０８９に通知してもよい。
【０１９５】
　下りリンクリファレンス信号受信部６０８５は、下りリンクのリファレンス信号に基づ
いてチャネル推定を行い、受信したデータ信号にどのようなチャネル補償がなされるべき
か、を決定する、すなわち、チャネル推定値を算出する。下りリンクリファレンス信号受
信部６０８５は、算出したチャネル推定値をデータ信号復号部６０８４に入力する。また
、下りリンクリファレンス信号受信部６０８５は、下りリンクのリファレンス信号とチャ
ネル推定値を、下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロファイル測定部６０８８、リフ
ァレンス信号測定部６０８９、誤り率取得部６０９０に入力する。尚、下りリンクのリフ
ァレンス信号は、同期して下りリンクの送信を行っている複数の基地局装置から送信され
たリファレンス信号である。
【０１９６】
　下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロファイル部６０８８、リファレンス信号測定
部６０８９の機能は、基本的に、上述した実施例１と同一であるため、その説明を省略す
る。相違点は、下りリンクリファレンス信号受信部６０８５より入力される下りリンクの
リファレンス信号が、単一の基地局装置から送信されたリファレンス信号ではなく、同期
して下りリンクの送信を行っている複数の基地局装置から送信されたリファレンス信号で
ある点である。
【０１９７】
　誤り率取得部６０９０は、データ信号復号部６０８４より、P-BCHやD-BCH、Ｍｕｔｌｉ
ｃｈｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ，　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌの復調結果を受
け取り、P-BCHやD-BCH、Ｍｕｔｌｉｃｈｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ，　Ｂｒｏａｄｃａｓ
ｔ　ｃｈａｎｎｅｌの誤り率をそれぞれ算出する。尚、誤り率を算出するための測定区間
は、外部入出力部６１０より受け取る。例えば、外部入出力部６１０より、測定区間とし
て１秒という値を受け取った場合には、P-BCHやD-BCH、Ｍｕｔｌｉｃｈｃａｓｔ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ，Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌの誤り率をそれぞれ1秒毎に算出する。
そして、誤り率取得部６０９０は、P-BCHやD-BCH、Ｍｕｔｌｉｃｈｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ，Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌの誤り率を外部入出力部１１０に通知する。
【０１９８】
　あるいは、時間方向に測定区間の代わりに、受信装置６００の位置情報に基づいた測定
区間が指定されてもよい。例えば、位置情報の測定区間として１００ｍが設定された場合
には、受信装置６００が１００ｍ移動する毎に、上記P-BCHやD-BCH、Ｍｕｔｌｉｃｈｃａ
ｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ，　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌの誤り率を算出してもよ
い。尚、１００ｍといった一次元のパラメータではなく、１００ｍ2といった二次元のパ
ラメータを設定してもよい。尚、位置情報は、外部入出力部６１０より通知される。位置
情報の平均化区間は、エリア測定装置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入
出力部６１０を経由して、外部より入力される値としてもよい。
【０１９９】
　外部入出力部６１０に通知されたP-BCHやD-BCH、Ｍｕｔｌｉｃｈｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ，Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌの誤り率は、後述するように、グラフ画像や
数値データとして外部（モニタ画面や記憶媒体）に出力される。また、P-BCHやD-BCH、Ｍ
ｕｔｌｉｃｈｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ，　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌの誤り
率は、受信装置６００の位置情報とともに、グラフ画像や数値データとして外部（モニタ
画面や記憶媒体）に出力されてもよい。このように、P-BCHやD-BCH、Ｍｕｔｌｉｃｈｃａ
ｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ，　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌ等の共通チャネルの誤り
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率を外部出力することにより、共通チャネルの品質が適切に維持されているかの評価を行
うことができるとともに、共通チャネルに関係するパラメータ、例えば、共通チャネルに
割り当てる送信電力やリソースエレメントの数を最適化することが可能となる。また、リ
ソースエレメントの数の代わりに、リソースブロックの数やサブキャリアの数、OFDMシン
ボルの数等を最適化してもよい。
（実施例３）
　実施例１においては、受信装置６００は、基本的に、下りリンクのリファレンス信号を
受信し、下りリンクのリファレンス信号に基づいて、様々な測定を行い、その測定結果を
外部インタフェースに出力していた。
【０２００】
　しかしながら、特に上りリンクに関しては、受信装置６００は、基地局装置２００にお
ける上りリンクの信号の受信ＳＩＲを精度良く算出することは困難であるため、結果とし
て、上りリンクのスループットの期待値を精度良く算出することができないという問題点
があった。また、下りリンクにおいても、受信装置６００は、基地局装置２００内のスケ
ジューラ（ＭＡＣ処理部）の動作を知ることができないため、受信装置６００で算出され
る下りリンクのスループットの期待値と、実際の下りリンクのスループットが一致するか
どうかは不明である。
【０２０１】
　このような問題点を解決するため、受信装置６００が基地局装置２００と接続を行い、
実際に上りリンク及び下りリンクの通信を行うことにより、上りリンクのスループットの
期待値及び下りリンクのスループットの期待値を算出することができる。より具体的には
、基地局装置２００より送信されるＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔ及びＤＬ　
Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎを受信し、ＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ
　Ｇｒａｎｔ及びＤＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ内の情報に基づ
いて、上りリンクのスループットの期待値及び下りリンクのスループットの期待値を算出
することが可能となる。
【０２０２】
　ＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔには、例えば、上りリンクの共有チャネルに
関する、上りリンクのリソースの割り当て情報、ＵＥのＩＤ、データサイズ、変調方式、
上りリンクの送信電力情報、アップリンクＭＩＭＯ（Ｕｐｌｉｎｋ　ＭＩＭＯ）における
デモジュレーションレファレンスシグナル（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎ
ｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）の情報等が含まれる。上りリンクのリソースの割当情報、データサ
イズに基づいて、上りリンクのスループットの期待値を算出することが可能となる。
【０２０３】
　また、Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎには、例え
ば、下りリンクの共有チャネルに関する、下りリンクのリソースブロック（Ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）の割り当て情報、ＵＥのＩＤ、ストリームの数、プリコーディングベ
クトル（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｖｅｃｔｏｒ）に関する情報、データサイズ、変調方式、
ＨＡＲＱ（ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）に関す
る情報等が含まれる。下りリンクのリソースブロックの割り当て情報、データサイズ、ス
トリーム数に基づいて、下りリンクのスループットの期待値を算出することが可能となる
。
【０２０４】
　以下に詳細に説明を行う。
【０２０５】
　基地局装置２００に関しては、実施例１と同一であるため、その説明を省略する。
【０２０６】
　本実施例に係る受信装置６００について、図１８を参照して説明する。本実施例は、基
地局装置２００と接続し、通信を行うことにより、上りリンク及び下りリンクの通信品質
を算出し、上記通信品質を出力する受信装置に係るため、それ以外の部分は省略している
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。
【０２０７】
　受信装置６００は、アンテナ６０２と、アンプ部６０４と、送受信部６０６と、ベース
バンド信号処理部６０８と、外部入出力部６１０と、呼処理部６１２と、アプリケーショ
ン部６１４とを具備する。
【０２０８】
　アンテナ６０２、アンプ部６０４及び送受信部６０６は、実施例１と同一であるため、
その説明を省略する。
【０２０９】
　次に、ベースバンド信号処理部６０８の構成について、図１９を参照して説明する。
【０２１０】
　ベースバンド信号処理部６０８は、アナログ／ディジタル変換器（Ａ／Ｄ）６０８０と
、ＣＰ除去部６０８１と、ＦＦＴ６０８２と、ＤｅＭＵＸ６０８３と、データ信号復号部
６０８４と、下りリファレンス信号受信部６０８５と、上りリンク品質測定部６０８６と
、下りリンク品質測定部６０８７と、リファレンス信号測定部６０８９と、ＭＡＣ処理部
６０９１と、ＲＬＣ処理部６０９２と、信号生成部６０９３と、送信処理部６０９４とを
備える。
【０２１１】
　アナログディジタル変換器（Ａ／Ｄ）６０８０は、送受信部６０６より転送されたベー
スバンドのアナログ信号をディジタル信号に変換し、該ディジタル信号をＣＰ除去部６０
８１に入力する。
【０２１２】
　ＣＰ除去部６０８１は受信シンボルからＣＰを除去し、有効シンボル部分を残し、有効
シンボル部分をＦＦＴ６０８２に入力する。
【０２１３】
　高速フーリエ変換部（ＦＦＴ）６０８２は、入力された信号を高速フーリエ変換し、Ｏ
ＦＤＭ方式の復調を行い、復調された信号を分離部６０８３に入力する。
【０２１４】
　分離部（ＤｅＭＵＸ）６０８３は、受信信号から下りリンクのリファレンス信号と報知
チャネルの信号と下りリンクの制御チャネルの信号と下りリンクの共有チャネルの信号と
を分離し、下りリンクのリファレンス信号を下りリンクのリファレンス信号受信部６０８
５に入力し、報知チャネルの信号、下りリンクの制御チャネルの信号及び下りリンクの共
有チャネルの信号をデータ信号復号部６０８４に入力する。
【０２１５】
　下りリンクリファレンス信号受信部１０８５は、下りリンクのリファレンス信号に基づ
いてチャネル推定を行い、受信したデータ信号にどのようなチャネル補償がなされるべき
か、を決定する、すなわち、チャネル推定値を算出する。下りリンクリファレンス信号受
信部６０８５は、上記チャネル推定値をデータ信号復号部６０８４に送信する。また、下
りリンクリファレンス信号受信部６０８５は、下りリンクのリファレンス信号と上記チャ
ネル推定値を、上りリンク品質測定部６０８６、下りリンク品質測定部６０８７及びリフ
ァレンス信号測定部６０８９に入力する。
【０２１６】
　データ信号復号部６０８４は、下りリンクリファレンス信号受信部６０８５よりチャネ
ル推定結果を受け取り、チャネル推定結果に基づいて、下りリンクのデータ信号を補償し
、基地局装置２００から送信されたデータ信号を復元する。ここで、データ信号とは、基
地局装置２００より送信された報知チャネル、下りリンクの制御チャネル、下りリンクの
共有チャネルの信号のことである。報知チャネルとは、P-BCHやD-BCHのことを指す。また
、下りリンクの制御チャネルには、ＤＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎやＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔ、上りリンクの共有チャネルのための送達
確認情報が含まれる。そして、データ信号復号部１０８４は、上記データ信号の復調結果
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を、上りリンク品質測定部６０８６と、下りリンク品質測定部６０８７と、ＭＡＣ処理部
６０９１とに通知する。
【０２１７】
　また、データ信号復号部６０８４は、P-BCHやD-BCHに含まれる情報を取得し、必要に応
じて、受信装置６００内部の各部に通知する。例えば、データ信号復号部６０８４は、P-
BCH又はD-BCHに含まれる下りリンクのリファレンス信号の送信電力に関する情報を取得し
、上りリンク品質測定部６０８６とリファレンス信号測定部６０８９に通知してもよい。
また、例えば、データ信号復号部６０８４は、P-BCH又はD-BCHに含まれる上りリンクの送
信電力制御関連の情報（P0）を取得し、上りリンク品質測定部６０８６に通知してもよい
。
【０２１８】
　上りリンク品質測定部６０８６は、下りリンクリファレンス信号受信部６０８５より、
チャネル推定値と下りリンクのリファレンス信号を受け取り、データ信号復号部より下り
リンクのデータ信号の復号結果を受け取る。
【０２１９】
　以下では、上りリンク品質測定部１０８６の機能の内、実施例１の上りリンク品質測定
部１０８６に記載されていない機能のみを記載する。
【０２２０】
　上りリンク品質測定部１０８６は、上記データ信号に含まれるＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉ
ｎｇ　Ｇｒａｎｔに含まれる情報の内、上りリンクのリソースの割当情報と、データサイ
ズとに基づいて、上りリンクのスループットの期待値を算出する。ここで、上りリンクの
リソースの割り当て情報とは、周波数リソースの割り当て情報である。より具体的には、
１リソースブロックあたりのスループットの期待値を以下のように算出してもよい。
【０２２１】
　スループットの期待値　=　データサイズ（bits）×1000　/　リソースブロック数 [bi
t/second]
　ここで、「×１０００」は、１サブフレームが１ｍｓであることを仮定している。
【０２２２】
　上りリンクのスループットの期待値は、実施例１における上りリンクのスループットの
期待値と同様に、時間方向、周波数方向に平均した値を算出してもよい。また、位置情報
に基づいた平均を行ってもよい。
　また、上記では1リソースブロックあたりのスループットの期待値を算出したが、代わ
りに、周波数方向のリソースの割り当て情報や、時間方向のリソースの割り当て情報を考
慮して算出してもよい。すなわち、実際にＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔが送
信された頻度と、実際に割り当てられた送信帯域に基づいて、スループットの期待値を算
出してもよいし、周波数方向及び時間方向のリソースが全て当該受信装置６００に割り当
てられた場合のスループットの期待値を算出してもよい。あるいは、外部入出力部６１０
を介して外部より設定される、仮の周波数方向のリソース及び時間方向のリソース（割り
当て頻度）を仮定して、上記スループットの期待値を算出してもよい。
【０２２３】
　また、本実施例においては、受信装置６００は、基地局装置２００と通信を行っている
ため、上りリンク品質測定部１０８６は、上りリンクの送信電力の期待値を算出する式に
おいて、delta_mcsに、ＲＲＣ　ｍｅｓｓａｇｅより通知される値を設定してもよい。ま
た、delta_iに、ＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔにより通知される値を設定し
てもよい。
【０２２４】
　下りリンク品質測定部６０８７は、下りリンクリファレンス信号受信部６０８５より、
チャネル推定値と下りリンクのリファレンス信号を受け取り、データ信号復号部６０８４
より下りリンクのデータ信号の復号結果を受け取る。
【０２２５】
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　以下では、下りリンク品質測定部６０８７の機能の内、実施例１の下りリンク品質測定
部１０８７に記載されていない機能のみを記載する。
【０２２６】
　下りリンク品質測定部６０８７は、データ信号に含まれるＤＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎに含まれる情報の内、下りリンクのリソースブロックの割当情
報と、データサイズと、ストリーム数とに基づいて、下りリンクのスループットの期待値
を算出する。より具体的には、１リソースブロックあたりのスループットの期待値を以下
のように算出してもよい。
【０２２７】
　スループットの期待値　=　データサイズ（bits）×1000　/　リソースブロック数 [bi
t/second]
　ここで、「×１０００」は、１サブフレームが１ｍｓであることを仮定している。
【０２２８】
　下りリンクのスループットの期待値は、実施例１における下りリンクのスループットの
期待値と同様に、時間方向、周波数方向に平均した値を算出してもよい。また、位置情報
に基づいた平均を行ってもよい。
　また、上記では1リソースブロックあたりのスループットの期待値を算出したが、代わ
りに、周波数方向のリソースの割り当て情報や、時間方向のリソースの割り当て情報を考
慮して算出してもよい。すなわち、実際にDＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Informationが送
信された頻度と、実際に割り当てられた送信帯域に基づいて、スループットの期待値を算
出してもよいし、周波数方向及び時間方向のリソースが全て当該受信装置６００に割り当
てられた場合のスループットの期待値を算出してもよい。あるいは、外部入出力部６１０
を介して外部より設定される、仮の周波数方向のリソース及び時間方向のリソース（割り
当て頻度）を仮定して、上記スループットの期待値を算出してもよい。
　リファレンス信号測定部６０８９は、実施例１におけるリファレンス信号測定部６０８
９と基本的に同一である。以下では、その相違点を記載する。
【０２２９】
　リファレンス信号測定部６０８９は、サービングセルである基地局装置及び隣接する基
地局装置からの下りリンクのリファレンス信号に関する、下りリンクのリファレンス信号
の受信電力、下りリンクのキャリアの受信電力、下りリンクのリファレンス信号の受信電
力を下りリンクの受信電力で除算した値（RSRP/RSSI）、パスロスを測定し、該測定結果
を、呼処理部６１２に通知する。
【０２３０】
　ＭＡＣ処理部６０９１は、データ信号復号部６０８４より、復号されたＤｏｎｗｌｉｎ
ｋ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎやＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇ
ｒａｎｔ、上りリンクの共有チャネルに対する送達確認情報、下りリンクの共有チャネル
を受信する。
【０２３１】
　ＭＡＣ処理部６０９１は、ＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔに基づき、上りリ
ンクのユーザデータの送信フォーマットの決定や、ＭＡＣレイヤーにおける再送制御（Ｈ
ＡＲＱ）等の送信処理を行う。すなわち、データ信号復号部６０８４より受信したＵＬ　
Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔにより、基地局装置２００から、上りリンクにおいて
共有チャネルを用いた通信を行うことを指示された場合には、受信装置６００内のデータ
バッファに存在するパケットデータに関して、送信フォーマットの決定や再送制御（ＨＡ
ＲＱ）等の送信処理を行い、そのパケットデータを信号生成部６０９３に与える。
【０２３２】
　ＭＡＣ処理部６０９１は、下りリンクに関しては、例えば、データ信号復号部６０８４
より受信したＤＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎに基づき、下りリン
クのパケットデータのＭＡＣ再送制御の受信処理等を行う。
【０２３３】
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　また、ＭＡＣ処理部６０９１は、ＭＡＣレイヤーにおける上りリンク及び下りリンクの
スループットを測定し、上記測定結果を外部入出力部に通知してもよい。
【０２３４】
　尚、上記ＭＡＣレイヤーにおけるスループットは、時間方向に平均化されてもよい。時
間方向に関しては、例えば、パラメータとして定義される平均化区間に基づいて算出され
てもよい。すなわち、上記平均化区間が１ｓの場合に、１ｓで平均化した値を算出しても
よい。さらに、上記１ｓで平均化した値を、さらに、以下の式に基づいてフィルタリング
を行った後の値（Fn）を算出してもよい。
【０２３５】
　式：Fn =　(1-a)×Fn-1　+　a×Mn
　Fn:アップデートされたフィルタリング後の値
　Fn-1:古いフィルタリング後の値
　a:フィルタリング係数
　Mn:１ｓ間の平均値
　尚、フィルタリング係数aの値として、例えば、1/2(k/2) 　(k　=　0,　1,　2,　…,　
)といった値を設定することができる。上記平均化区間やフィルタリング係数aの値は、受
信装置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部
より入力される値としてもよい。
【０２３６】
　尚、上述した例においては、時間方向に平均したが、代わりに、受信装置６００の位置
情報に基づいて平均を行ってもよい。例えば、位置情報の平均化区間として１００ｍが設
定された場合には、受信装置６００が１００ｍ移動する毎に、上述したＭＡＣレイヤーの
スループットの平均値を算出してもよい。尚、１００ｍといった一次元のパラメータでは
なく、１００ｍ2といった二次元のパラメータを設定してもよい。尚、位置情報は、外部
入出力部６１０より通知される。位置情報の平均化区間は、受信装置内部のパラメータと
してもよく、あるいは、外部入出力部６１１０を経由して、外部より入力される値として
もよい。
【０２３７】
　尚、ＭＡＣ処理部６０９１は、ＭＡＣレイヤーのスループットを算出する際に、周波数
方向のリソースの割り当て情報や、時間方向のリソースの割り当て情報を考慮して算出し
てもよい。すなわち、ＭＡＣレイヤーのスループットそのものを算出してもよいし、周波
数方向及び時間方向のリソースが全て当該受信装置６００に割り当てられた場合のＭＡＣ
レイヤーのスループットを算出してもよい。あるいは、外部入出力部６１０を介して外部
より設定される、仮の周波数方向のリソース及び時間方向のリソース（割り当て頻度）を
仮定して、上記MACレイヤースループットを算出してもよい。
【０２３８】
　ＭＡＣ処理部６０９１は、ＭＡＣレイヤーのスループットを外部入出力部６１０に通知
する。
【０２３９】
　ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）処理部６０９２は、上りリンクに関
しては、パケットデータの分割・結合、ＲＬＣ（ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ
）再送制御の送信処理などのＲＬＣレイヤーの送信処理を行い、下りリンクに関しては、
パケットデータの分割・結合、ＲＬＣ再送制御の受信処理等のＲＬＣレイヤーの受信処理
を行う。なお、ＲＬＣ処理部６０９２においては、上記ＲＬＣレイヤーの処理に加えて、
ＰＤＣＰレイヤーの処理が行われてもよい。
【０２４０】
　また、ＲＬＣ処理部６０９２は、ＲＬＣレイヤーにおける上りリンク及び下りリンクの
スループットを測定し、測定結果を外部入出力部に通知してもよい。
【０２４１】
　尚、ＲＬＣレイヤーにおけるスループットは、時間方向に平均化されてもよい。
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【０２４２】
　時間方向に関しては、例えば、パラメータとして定義される平均化区間に基づいて算出
されてもよい。すなわち、平均化区間が１ｓの場合に、１ｓで平均化した値を算出しても
よい。さらに、上記１ｓで平均化した値を、さらに、以下の式に基づいてフィルタリング
を行った後の値（Fn）を算出してもよい。
【０２４３】
　式：Fn　=　(1-a)×Fn-1　+　a×Mn
　Fn:アップデートされたフィルタリング後の値
　Fn-1:古いフィルタリング後の値
　a:フィルタリング係数
　Mn:１ｓ間の平均値
　尚、フィルタリング係数aの値として、例えば、1/2(k/2)　(k　=　0,　1,　2,　…,　)
といった値を設定することができる。平均化区間やフィルタリング係数aの値は、受信装
置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より
入力される値としてもよい。
【０２４４】
　尚、上述した例においては、時間方向に平均したが、代わりに、受信装置６００の位置
情報に基づいて平均を行ってもよい。例えば、位置情報の平均化区間として１００ｍが設
定された場合には、受信装置６００が１００ｍ移動する毎に、上述したＲＬＣレイヤーの
スループットの平均値を算出してもよい。尚、１００ｍといった一次元のパラメータでは
なく、１００ｍ2といった二次元のパラメータを設定してもよい。尚、位置情報は、外部
入出力部６１０より通知される。位置情報の平均化区間は、受信装置内部のパラメータと
してもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力される値としても
よい。
【０２４５】
　尚、ＲＬＣ処理部６０９２は、ＲＬＣレイヤーのスループットを算出する際に、周波数
方向のリソースの割り当て情報や、時間方向のリソースの割り当て情報を考慮して算出し
てもよい。すなわち、ＲＬＣレイヤーのスループットそのものを算出してもよいし、周波
数方向及び時間方向のリソースが全て当該受信装置６００に割り当てられた場合のＲＬＣ
レイヤーのスループットを算出してもよい。あるいは、外部入出力部６１０を介して外部
より設定される、仮の周波数方向のリソース及び時間方向のリソース（割り当て頻度）を
仮定して、上記ＲＬＣレイヤースループットを算出してもよい。
【０２４６】
　ＲＬＣ処理部６０９２は、ＲＬＣレイヤーのスループットを外部入出力部６１０に通知
する。
【０２４７】
　信号生成部６０９３は、上りリンクで送信する上りリンクの共有チャネルやＳｏｕｎｄ
ｉｎｇ　ＲＳ、上りリンクの制御チャネル、例えば、下りリンクの品質情報や下りリンク
の共有チャネルの送達確認情報等の信号生成処理、例えば、符号化やデータ変調等の処理
を行う。
【０２４８】
　送信処理部６０９４は、ＤＦＴ処理やＩＦＦＴ処理、ＣＰ挿入処理等の送信処理を行う
。
【０２４９】
　外部入出力部６１０は、ベースバンド信号処理部６０８における上りリンク品質測定部
６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、リファレンス信号測定部６０８９、ＭＡＣ処
理部６０９１、ＲＬＣ処理部６０９２、呼処理部６１２、アプリケーション部６１４で測
定した値を外部インタフェースに出力する。より具体的には、測定した値を数値データや
グラフ画像として、モニタ画面上に出力したり、数値データとして、メモリやハードディ
スクといった記憶媒体に保存したりする。
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【０２５０】
　また、外部入出力部６１０は、呼処理部６１２より、当該タイミングにおけるサービン
グセルに関する情報を受け取る。外部入出力部６１０は、上記測定した値を、サービング
セルに関する情報とともに外部（モニタ画面や記憶媒体）に出力してもよい。
【０２５１】
　さらに、外部入出力部６１０は、位置情報を取得し、上りリンク品質測定部６０８６や
下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロファイル測定部６０８８、リファレンス信号測
定部６０８９で測定した値を、位置情報とともに、グラフ画像や数値データとして外部（
モニタ画面や記憶媒体）に出力してもよい。ここで、位置情報は、例えば、外部入出力部
１１０がGPS７００等の位置情報を取得する装置と接続され、上記GPS７００から取得され
てもよい。
【０２５２】
　尚、上りリンク品質測定部６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、リファレンス信
号測定部６０８９、ＭＡＣ処理部６０９１、ＲＬＣ処理部６０９２、アプリケーション部
６１４で測定した値を、位置情報とともに出力する場合に、測定した値は、時間方向に平
均した値でもよいし、位置情報に基づいて平均した値でもよい。
【０２５３】
　また、上りリンク品質測定部６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、リファレンス
信号測定部６０８９、ＭＡＣ処理部６０９１、ＲＬＣ処理部６０９２、アプリケーション
部６１４において、時間ではなく、位置情報に基づいて平均を行う場合には、GPS７００
から取得された位置情報が、外部入出力６１０経由で、上りリンク品質測定部６０８６や
下りリンク品質測定部６０８７、リファレンス信号測定部６０８９、ＭＡＣ処理部６０９
１、ＲＬＣ処理部６０９２、アプリケーション部６１４に通知される。
【０２５４】
　また、外部入出力部６１０は、また、ベースバンド信号処理部６０８における上りリン
ク品質測定部６０８６や下りリンク品質測定部６０８７、リファレンス信号測定部６０８
９、ＭＡＣ処理部６０９１、ＲＬＣ処理部６０９２、アプリケーション部６１４において
用いられるパラメータを保持し、上りリンク品質測定部６０８６や下りリンク品質測定部
６０８７、リファレンス信号測定部６０８９、ＭＡＣ処理部６０９１、ＲＬＣ処理部６０
９２、アプリケーション部６１４に通知する。尚、パラメータは、装置内の内部パラメー
タとして保存されていてもよいし、外部インタフェースにより入力されてもよい。
【０２５５】
　呼処理部６１２は、通信チャネルの設定やハンドオーバ、解放等の呼処理や、受信装置
６００の状態管理を行う。
【０２５６】
　また、呼処理部６１２は、ベースバンド信号処理部６０８内のリファレンス信号測定部
６０８９より、サービングセルである基地局装置及び隣接する基地局装置からの下りリン
クのリファレンス信号に関する測定結果を受け取る。そして、下りリンクのリファレンス
信号に基づき、メジャメント　リポート（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｒｅｐｏｒｔ）を作
成し、ベースバンド信号処理部６０８、送受信部６０６、アンプ部６０４、アンテナ６０
２経由で基地局装置２００に通知する。
【０２５７】
　呼処理部６１２は、上述したメジャメントリポートの内容を外部入出力部６１０に出力
する。外部入出力部６１０に通知された上記メジャメントリポートの内容は、後述するよ
うに、グラフ画像や数値データとして外部（モニタ画面や記憶媒体）に出力される。また
、上記メジャメントリポートの内容は、受信装置６００の位置情報とともに、グラフ画像
や数値データとして外部（モニタ画面や記憶媒体）に出力されてもよい。このように、メ
ジャメントリポートの内容を外部出力することにより、ハンドオーバの品質が適切に維持
されているかの評価を行うことができるとともに、ハンドオーバに関係するパラメータ、
例えば、ハンドオーバのためのヒステリシスやTime to trigger等のパラメータを最適化
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することが可能となる。
【０２５８】
　呼処理部６１２は、ベースバンド信号処理部６０８の各部、及び、外部入出力部６１０
に、現在のサービングセルの情報等を逐次通知する。
【０２５９】
　アプリケーション部６１４は、物理レイヤーやＭＡＣレイヤー、ＲＬＣレイヤーより上
位のレイヤーに関する処理等を行う。
【０２６０】
　アプリケーション部６１４は、受信装置６００が基地局装置２００と通信を継続するた
めに、所定のサーバへのファイルのアップロードや所定のサーバからのファイルのダウン
ロードを行う。
【０２６１】
　また、アプリケーション部６１４は、ＴＣＰレイヤーにおける上りリンク及び下りリン
クのスループットを測定し、測定結果を外部入出力部に通知してもよい。
【０２６２】
　尚、ＴＣＰレイヤーにおけるスループットは、時間方向に平均化されてもよい。時間方
向に関しては、例えば、パラメータとして定義される平均化区間に基づいて算出されても
よい。すなわち、上記平均化区間が１ｓの場合に、１ｓで平均化した値を算出してもよい
。さらに、上記１ｓで平均化した値を、さらに、以下の式に基づいてフィルタリングを行
った後の値（Fn）を算出してもよい。
【０２６３】
　式：Fn =　(1-a)×Fn-1　+　a×Mn
　Fn:アップデートされたフィルタリング後の値
　Fn-1:古いフィルタリング後の値
　a:フィルタリング係数
　Mn:１ｓ間の平均値
　尚、フィルタリング係数aの値として、例えば、1/2(k/2)　(k　=　0,　1,　2,　…,　)
といった値を設定することができる。平均化区間やフィルタリング係数aの値は、受信装
置内部のパラメータとしてもよく、あるいは、外部入出力部１１０を経由して、外部より
入力される値としてもよい。
【０２６４】
　尚、上述した例においては、時間方向に平均したが、代わりに、受信装置６００の位置
情報に基づいて平均を行ってもよい。例えば、位置情報の平均化区間として１００ｍが設
定された場合には、受信装置６００が１００ｍ移動する毎に、上述したＴＣＰレイヤーの
スループットの平均値を算出してもよい。尚、１００ｍといった一次元のパラメータでは
なく、１００ｍ2といった二次元のパラメータを設定してもよい。尚、位置情報は、外部
入出力部６１０より通知される。位置情報の平均化区間は、受信装置内部のパラメータと
してもよく、あるいは、外部入出力部６１０を経由して、外部より入力される値としても
よい。
【０２６５】
　尚、アプリケーション部６１４は、上記ＴＣＰレイヤーのスループットを算出する際に
、周波数方向のリソースの割り当て情報や、時間方向のリソースの割り当て情報を考慮し
て算出してもよい。すなわち、ＴＣＰレイヤーのスループットそのものを算出してもよい
し、周波数方向及び時間方向のリソースが全て受信装置６００に割り当てられた場合のＴ
ＣＰレイヤーのスループットを算出してもよい。あるいは、外部入出力部６１０を介して
外部より設定される、仮の周波数方向のリソース及び時間方向のリソース（割り当て頻度
）を仮定して、上記ＴＣＰレイヤースループットを算出してもよい。
【０２６６】
　さらに、アプリケーション部１１４は、上りリンク及び下りリンクにおける、ＴＣＰレ
イヤーのＤｕｍｐデータを取得し、上記Ｄｕｍｐデータから、ＴＣＰのＳｅｑｕｅｎｃe
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　ｎｕｍｂｅｒの時間変化や、Ｄｕｐｌｉｃａｔｅ　ＡＣＫ、ＴＣＰ再送等に関するデー
タを取得してもよい。
【０２６７】
　そして、アプリケーション部６１４は、上りリンク及び下りリンクのＴＣＰレイヤーの
スループット、ＴＣＰのＳｅｑｕｅｎｃe　ｎｕｍｂｅｒの時間変化や、Ｄｕｐｌｉｃａ
ｔｅ　ＡＣＫ、ＴＣＰ再送等に関するデータを、外部入出力部６１０に通知する。
（実施例４）
　本実施例に係るエリア評価用の受信装置は、上述した実施例に係る受信装置において、
異なる受信能力を有する複数の受信手段を有するようにしたものである。受信能力とは、
例えば、受信アンテナの数、複数の受信アンテナを有する場合のアンテナ間の距離、複数
の受信アンテナを有する場合のアンテナ間の利得差、受信アルゴリズム、MIMOにおける信
号分離アルゴリズムであるようにしてもよい。
【０２６８】
　具体的には、図５及び図１８を参照して説明した受信装置において複数のベースバンド
処理部を備える。各ベースバンド処理部は、異なる受信能力を備える。この場合、上りリ
ンク品質測定部６０８６、下りリンク品質測定部６０８７、遅延プロファイル測定部６０
８８、リファレンス信号測定部６０８９及び誤り率取得部６０９０は、受信能力に基づい
て、それぞれ上りリンク品質、下りリンク品質、遅延プロファイル、リファレンス信号測
定結果及び誤り率を算出し、複数の出力結果を出力する。また、この場合においても、受
信装置６００の位置情報を取得し、位置情報と関連づけて、上りリンク品質、下りリンク
品質、遅延プロファイル、リファレンス信号及び誤り率を出力するようにしてもよい。
【０２６９】
　このように複数の受信能力を備えることにより、各受信能力のエリア評価を同時に行い
、かつ、上記受信能力の実効的な能力差を把握することが可能となる。このような評価結
果に基づいて、エリア設計を行うことにより、結果として、効率の良いシステムを提供す
ることが可能となる。
【０２７０】
　尚、上述した実施例においては、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮ（別
名：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ，或いは，Ｓｕｐｅｒ　３Ｇ）が適用され
るシステムにおける例を記載したが、本発明に係る移動局、基地局装置、移動通信システ
ム及び通信制御方法は、共有チャネルを用いた通信を行う全てのシステムにおいて適用す
ることが可能である。例えば、３ＧＰＰにおけるＷＣＤＭＡやＨＳＤＰＡ、HSUPA、3GPP2
における1x-EV－DO，UMBにおいても適用することができる。
【０２７１】
　説明の便宜上、発明の理解を促すため具体的な数値例を用いて説明されるが、特に断り
のない限り、それらの数値は単なる一例に過ぎず適切な如何なる値が使用されてよい。
【０２７２】
　以上、本発明は特定の実施例を参照しながら説明されてきたが、各実施例は単なる例示
に過ぎず、当業者は様々な変形例、修正例、代替例、置換例等を理解するであろう。説明
の便宜上、本発明の実施例に係る装置は機能的なブロック図を用いて説明されたが、その
ような装置はハードウエアで、ソフトウエアで又はそれらの組み合わせで実現されてもよ
い。本発明は上記実施例に限定されず、本発明の精神から逸脱することなく、様々な変形
例、修正例、代替例、置換例等が包含される。
【０２７３】
　　本国際出願は、２００７年８月１４日に出願した日本国特許出願２００７－２１１５
９０号に基づく優先権を主張するものであり、２００７－２１１５９０の全内容を本国際
出願に援用する。
【０２７４】
　以上の実施例を含む実施形態に関し、更に、以下の項目を開示する。
（１）　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信手段；
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　前記第１の信号に基づいて、下りリンクの遅延プロファイルを算出する遅延プロファイ
ル算出手段；
　前記プロファイル算出手段により算出された下りリンクの遅延プロファイルに基づいて
、伝搬路の遅延量またはサイクリック　プリフィックス長の推定値を求める推定値算出手
段；
　前記伝搬路の遅延量またはサイクリック　プリフィックス長の推定値を出力する出力手
段；
　を備えることを特徴とする受信装置。
（２）　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信手段；
　前記第１の信号に基づいて下りリンクの品質情報を求め、該下りリンクの品質情報に基
づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出する推定値算出手段；
　を具備することを特徴とする受信装置。
（３）　（２）に記載の受信装置であって、
　前記基地局装置が複数の送信アンテナを有する場合に、
　前記下りリンクの品質情報はMIMOのストリーム数（ランク）を含むことを特徴とする受
信装置。
（４）　複数の基地局装置より送信される下りリンクの信号が局間で同期している場合に
、
　前記複数の基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信手段；
　前記第１の信号に基づいて下りリンクの品質情報を求め、該下りリンクの品質情報に基
づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出する推定値算出手段；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力手段；
　を具備することを特徴とする受信装置。
（５）　基地局装置と通信を行う通信手段；
　前記基地局装置より送信される第２の信号を受信する受信手段；
　前記第２の信号に含まれる情報に基づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出
する推定値算出手段；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力手段；
　を具備することを特徴とする受信装置。
（６）　（５）に記載の受信装置において：
　前記第２の信号は、下りリンク　スケジューリング情報であることを特徴とする受信装
置。
（７）　（５）に記載の受信装置において：
　前記推定値算出手段は、ＲＬＣ、ＭＡＣ、ＴＣＰにおけるスループットの推定値を算出
することを特徴とする受信装置。
（８）　（２）に記載の受信装置において：
　前記下りリンクの品質情報及び下りリンクのスループットは、移動通信システムの周波
数帯域全体の無線品質情報及びスループット又は前記移動通信システムの周波数帯域の一
部の周波数帯域の無線品質情報及びスループットであることを特徴とする受信装置。
（９）　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信手段；
　前記第１の信号に基づいて、移動通信システムの周波数帯域全体に関する、前記第１の
信号の受信電力、下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力を下りリンクの受信
電力で除算した値（第１の信号の受信電力／下りリンクの受信電力）、パスロスを算出す
る第１の算出手段；
　前記第１の信号に基づいて、前記移動通信システムの周波数帯域の一部の周波数帯域に
関する、前記第１の信号の受信電力、下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力
を下りリンクの受信電力で除算した値（第１の信号の受信電力／下りリンクの受信電力）
、パスロスを算出する第２の算出手段と、
　前記第１の信号の受信電力、前記下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力を
下りリンクの受信電力で除算した値、パスロスを出力する出力手段；
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　を具備することを特徴とする受信装置。
（１０）　（９）に記載の受信装置において：
　前記移動通信システムの周波数帯域の一部の周波数帯域とは、前記移動通信システムの
周波数帯域の中心周波数を含む１．０８ＭＨｚの周波数帯域であることを特徴とする受信
装置。
（１１）　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信手段；
　前記第１の信号に基づいて、パスロスを算出するパスロス算出手段；
　前記パスロスに基づいて、上りリンクの送信電力の推定値、上りリンクのSIRの推定値
、上りリンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを算出する上りリンク品質
情報算出手段；
　前記上りリンクの第４の信号の送信電力の推定値、上りリンクのSIRの推定値、上りリ
ンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを出力する出力手段；
　を具備することを特徴とする受信装置。
（１２）　基地局装置と通信を行う通信手段；
　前記基地局装置より送信される第３の信号を受信する受信手段；
　前記第３の信号に含まれる情報に基づいて、上りリンクの第４の信号の送信電力の推定
値、上りリンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを算出する上りリンク品
質情報算出手段；
　前記上りリンクの第４の信号の送信電力の推定値、上りリンクのスループットの推定値
、UE　Power　Headroomを出力する出力手段；
　を具備することを特徴とする受信装置。
（１３）　（１２）に記載の受信装置において：
　前記第３の信号は、上りリンク　スケジューリング　グラントであることを特徴とする
受信装置。
（１４）　（１２）に記載の受信装置において：
　前記上りリンク品質情報算出手段は、上りリンクのＲＬＣ、ＭＡＣ、ＴＣＰにおけるス
ループットの推定値を算出することを特徴とする受信装置。
（１５）　（１１）に記載の受信装置において：
　前記第４の信号は、上りリンクの共有チャネル、サウンディング用のリファレンス信号
、上りリンクの制御チャネル、ランダムアクセスチャネルの少なくとも１つであることを
特徴とする受信装置。
（１６）　（１１）に記載の受信装置において：
　前記上りリンクの送信電力の推定値は、
　Pmaxを移動局の最大送信電力、Mを割り当てられるリソースブロックの数、P0を報知チ
ャネルにより通知される値、a1を係数、PLをパスロス、delta_mcsをRRC　messageより通
知される値、delta_iを補正パラメータ、f(*)をdelta_iを引数に持つ任意の関数とした場
合に、
　送信電力の期待値　=　min　(　Pmax,　10*logM　+　P0　+　a *　PL　+　ΔＴＦ　+　
f　(delta_i))
　により算出されることを特徴とする受信装置。
（１７）　（１）に記載の受信装置において：
　前記第１の信号は、下りリンクのリファレンス信号又は共通パイロットチャネルである
ことを特徴とする受信装置。
（１８）　基地局装置より送信される第５の信号を受信する受信手段；
　前記第５の信号の誤り率を算出する誤り率算出手段；
　前記第５の信号の誤り率を出力する出力手段；
　を具備することを特徴とする受信装置。
（１９）　（１８）に記載の受信装置において：
　前記第５の信号は、物理報知チャネル、ダイナミック報知チャネル、ダイナミック報知
チャネルのための下りリンク　スケジューリング情報、ページング　インジケータ、ペー
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ジングチャネル情報の少なくとも１つであることを特徴とする受信装置。
（２０）　（１）に記載の受信装置において：
　前記受信手段は、異なる受信能力を有する複数の受信手段を有し、
　前記出力手段は、前記複数の受信手段に基づいて複数の出力結果を出力することを特徴
とする受信装置。
（２１）　（２０）に記載の受信装置において：
　前記受信能力とは、受信アンテナの数、複数の受信アンテナを有する場合のアンテナ間
の距離、複数の受信アンテナを有する場合のアンテナ間の利得差、受信アルゴリズム、MI
MOにおける信号分離アルゴリズムであることを特徴とする受信装置。
（２２）　（１）に記載の受信装置において：
　前記受信装置の位置情報を取得する位置情報取得手段
　を具備し、
　前記出力手段は、前記出力結果を位置情報と関連づけて出力することを特徴とする受信
装置。
（２３）　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて、下りリンクの遅延プロファイルを算出する遅延プロファイ
ル算出ステップ；
　前記プロファイル算出手段により算出された下りリンクの遅延プロファイルに基づいて
、伝搬路の遅延量またはサイクリック　プリフィックス長の推定値を求める推定値算出ス
テップ；
　前記伝搬路の遅延量またはサイクリック　プリフィックス長の推定値を出力する出力ス
テップ；
　を有することを特徴とするデータ取得方法。
（２４）　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて下りリンクの品質情報を求めるステップ；
　該下りリンクの品質情報に基づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出する推
定値算出ステップ；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力ステップ；
　を有することを特徴とするデータ取得方法。
（２５）　複数の基地局装置より送信される下りリンクの信号が局間で同期している場合
に、
　前記複数の基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて下りリンクの品質情報を求めるステップ；
　該下りリンクの品質情報に基づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出する推
定値算出ステップ；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力ステップ；
　を有することを特徴とするデータ取得方法。
（２６）　前記基地局装置より送信される第２の信号を受信する受信ステップ；
　前記第２の信号に含まれる情報に基づいて、下りリンクのスループットの推定値を算出
する推定値算出ステップ；
　前記下りリンクのスループットの推定値を出力する出力ステップ；
　を有することを特徴とするデータ取得方法。
（２７）　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて、移動通信システムの周波数帯域全体に関する、前記第１の
信号の受信電力、下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力を下りリンクの受信
電力で除算した値（第１の信号の受信電力／下りリンクの受信電力）、パスロスを算出す
る第１の算出ステップ；
　前記第１の信号に基づいて、前記移動通信システムの周波数帯域の一部の周波数帯域に
関する、前記第１の信号の受信電力、下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力
を下りリンクの受信電力で除算した値（第１の信号の受信電力／下りリンクの受信電力）
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、パスロスを算出する第２の算出ステップ；
　前記第１の信号の受信電力、前記下りリンクの受信電力、前記第１の信号の受信電力を
下りリンクの受信電力で除算した値、パスロスを出力する出力ステップ；
　を有することを特徴とするデータ取得方法。
（２８）　基地局装置より送信される第１の信号を受信する受信ステップ；
　前記第１の信号に基づいて、パスロスを算出するパスロス算出ステップ；
　前記パスロスに基づいて、上りリンクの送信電力の推定値、上りリンクのSIRの推定値
、上りリンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを算出する上りリンク品質
情報算出ステップ；
　前記上りリンクの第４の信号の送信電力の推定値、上りリンクのSIRの推定値、上りリ
ンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを出力する出力ステップ；
　を有することを特徴とするデータ取得方法。
（２９）　基地局装置より送信される第３の信号を受信する受信ステップ；
　前記第３の信号に含まれる情報に基づいて、上りリンクの第４の信号の送信電力の推定
値、上りリンクのスループットの推定値、UE　Power　Headroomを算出する上りリンク品
質情報算出ステップ；
　前記上りリンクの第４の信号の送信電力の推定値、上りリンクのスループットの推定値
、UE　Power　Headroomを出力する出力ステップ；
　を有することを特徴とするデータ取得方法。
【符号の説明】
【０２７５】
５０ｌ（５０１、５０２、５０３、・・・、５０ｌ）　セル
１００ｎ（１００１、１００２、１００３、・・・、１００ｎ）　ユーザ装置
２００ｍ（２００１、２００２、２００３、・・・、２００ｍ）　基地局装置
２０２　送受信アンテナ
２０４　アンプ部
２０６　送受信部
２０８　ベースバンド信号処理部
２０８１　レイヤー１処理部
２０８１１　受信処理部
２０８１２　送信処理部
２０８１３　制御チャネル信号生成部
２０８１４　データチャネル信号生成部
２０８１５　報知チャネル信号生成部
２０８１６　リファレンス信号生成部
２０８１７　上りリンクの復調処理部
２０８２　ＭＡＣ処理部
２０８３　ＲＬＣ処理部
２０８４　同期外れ判定部
２１０　呼処理部
２１２　伝送路インターフェース
３００　アクセスゲートウェイ装置
４００　コアネットワーク
５００　物理上りリンク共有チャネル
６００　受信装置
６０２　アンテナ
６０４　アンプ部
６０６　送受信部
６０８　ベースバンド信号処理部
６０８０　アナログディジタル変換器（Ａ／Ｄ）



(48) JP 2012-257263 A 2012.12.27

10

６０８１　ＣＰ除去部
６０８２　高速フーリエ変換部（ＦＦＴ）
６０８３　分離部（ＤｅＭＵＸ）
６０８４　データ信号復号部６０８４
６０８５　下りリファレンス信号受信部
６０８６　上りリンク品質測定部
６０８７　下りリンク品質測定部
６０８８　遅延プロファイル測定部
６０８９　リファレンス信号測定部
６０９０　誤り率取得部
６０９１　ＭＡＣ処理部
６０９２　ＲＬＣ処理部
６０９３　信号生成部
６０９４　送信処理部
６１０　外部入出力部
６１２　呼処理部
６１４　アプリケーション部
７００　GPS(Global　Positioning　System)
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